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2. 關査方法並通査ケ處

3•岡査成績
4.摘 要

1•緒 盲

北海道に於ける造運材事業は大部分冬期實行せられる爲,程｛雪の諸性質を 

热知し之の利用の巧拙は,伐木事業の合理的遂行に多大の關係を有する。而し 

て茹あ：の機械的諸性質に關しては,多數報吿せられたもわがあるが,本道に於 

ドる苗質の季節的竝に地域的變化或は造運材事業と雪質の關係に就いて論じた 

もの少く,當場に於ても之が調査硏究を進めつ'あるが,昭和16,17年兩年度 

に涉り理硏製雪試驗器を使用して,積雪の機械的諸性質と是に關聯して橘の抵 

抗を調査した。

調査日數が少く上記の目的に達せないがその基礎調査の一部として,又本
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測定器である理硏製專試驗器の本道に於ける使用成績が今だ發表されない!3旦 

にその結果を取敢す取纏め報吿する次第である。

2•調査方法竝調査ケ處

調査方法 調査に使用した測定器は我に硏究試作せられ關係方面で用ひ、> 

れて居る理硏計器製のものである。昭和16年度は主として,碑!雪:期に於ける" 

雪の機械的諸性質を調査した。その測定順序は次の通りである。尙祐雪のE：匕 

質は雪表竝雪中20cmの深さ每に測定した。

第 1 表

測定順序 摘 要 測定機械 備 考

I 氣 溫
アースマン通風 
乾 濕 叶

地上 5, 20, 50, 80,150cin
2 砚 度 砚 度 的 1000g 落下距離25cm
3 密 度 比 5E 肝

硬度,密度,抗剪カ,抗弧力は各層
4 抗如カ 抗剪做驗器 共3 ～ 5同同一ケ旧に行ひその平均值

5 抗張力 抗眼試喩落
をI反る

6 S 溫 熱花堆溫度叶 

水銀舉唆計 

酒精寒唆計

銅,nンスタンタン使用

7 抵抗測定 積田試驗用柄

次に昭和17年度には,讀雪期間中月別に,橘道踏付囘數に依る宕世の叩. 

的渚性質の變化竝に橘の抵抗に就て調査を行った。

即ち1,2, 3月の月の中旬三囘に涉り調35し,最初自然狀態の積3 

的諸性質に就いて,前年度測定したのと略同樣なる方法で行った。然る後,こ’、 

さ27X,27cmの雪踏みをつけた成人男子に依り巾!mの橘道の造成を行ひ,朋〕 

囘數に依り,1,3, 5, 7,10,15, 20囘に區別して各々長さ30mの道付を行ひ,1 

れに就て橘の抵抗竝にその橘道の抵抗測定前後の表層・の雪の機械的諸性質に松 

て測定した。此の際各桶道に就いて3囘以上測定を繰返しその平均値を來ヾ、 

た。

3

調査ケ處昭和16年度には,札幌支局定山溪出張所部內定山溪爭業區區割 

班125の夕日山登山口附近で施行し,次の6箇處で行った。

第 2 喪

昭和17年度には,札幌市!艘平所在の廳舍附近の苗岡敷內で行つた。本試驗 

Mは鹿舍より30m以上隔り殆んど建築物による影缪は認められない箇處であ 

る。

綢在番號 期 3£ ケ・、 応 闵査月 日hj HD 積®'3

1 測葉樹林地ヤチダモ,シナ, 
イタヤ幼肚齢林内平坦部

4月14日午後3～6時
cm
92

2 北而付1(斜地小并の5m程登っ 
た傾斜20。の地 4月15日午前8～11時 85

3 南而傾冊地小滓の2m程ぜっ 
た傾斜20°の地

4月15日午的12～午後2哓 66

4 未立木地⑴に隣接する防火線 
(巾I8m)中央平坦部 4月15日午後2時～6時 100

5 未立木地(4)と同一ケ応2m隔 
る 4月16日午前8時～12時 100

6 潤葉能林地⑴と同一ケ處2m 
隔る

4月16日午後2時～ 5時 86

畑地定山溪市街に隣接する 14日午前6岛15日午前7時,や 
後6時,16日午前7峙,午後6独畑地平坦部

3•調査結果

(1)昭和16年度調赤結果

(イ)密度定山溪調査地附近の靜雪の名稱は專調案に依れば,大股雪上30 

cm迄が大粗目專,それ以下の深さが小粗目雪又は小締雪であるが地面近くは地 

迎のために大粗目雪と變化して居った。

是等居中に二,三ケ處明らかな氷板或は,硕凍雪と認められる層•を有して 

ゐた。 - :I': ..；

積・密度の變化は浊績的でなく,常に密度の大言い所と小さい所とが縞に
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なって存在して居り,各所共深さ40cm附近に密度の小さい箇處が現はれた。

林內外の密度を比較すれば,林內の方が密度大にして•囈に調査した結果と 

反對の傾向を示した。又南北兩斜面に於ける比較も明らかな差異はなく,京; 

14年に調査したのと同一時期に又同一箇處で施行したが,昭和16年度は積・こ;少 

<,融解の進んだ狀態で,是等の特異性が次第に消失せんとする狀態にあ把 

のと認められた。

IM_____定 ケ 虑 g/cmH

第 3 表

cm 林 内 林 外 北斜而南斜面
(1) (6) (4) (5) (2) (3)

〇 (0.37 ,0.38 0.33 0.38 0.30 0.37
20 0.47 0.48 0.42 0.49 • 0.49 0.44
40 0.40 0.43 0.40 0.43 0.42 0.41
60 0.51 0.54 0.43 0.47 0.39 0.45
80 0.57 — 0.46 0.46 0.43 —

(CO硬度 硬度は大備深さを増すと共に増大するが,地面近くの大粗日四 

にあっては反って硬度を減する場合が認められた。又雪表面は氣溫低下した卩 

朝所謂硬雪の場合は林外(5)の場合の如 <,硬度大であるが表層・雪粒間の氷:iW 

解すると共に急激に硬さを失ふに至る。

して,40cm以下の深層・部は南料面の方が大であった。

5

仇)抗張力’表層・部の大粗目雪に於ては,抗張力は殆んど無くその測定不 

可能であった。而して抗張力は密度より硬度に關係が深く,硕度大なる程抗張 

力も大きい傾向が認められた。损:張力の垂直分布狀態は一般に深さ40~60cmの 

何處に最大値を有して居った。林內外を比較すれば,’林外の’積雪は,林內に比 

し抗張力大であった。

第 5 表

深さ 測 定 ケ 處 g/cnv
而偕而林 内 林 外 北斜而

(1) (6) (4) (5) ⑵ (3)

〇 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
20 0.0 0.0 150.0 8.3 ' 0.0 0.0
40 0.0 41.7 475.0 66.7 0.0 33.3
60 0.0 75.0 441.7 116.7 50.0 0.0
80 125.0 — 108.3 108.3 16.7 —

㈡ 抗豹力 折!剪カの垂直分布は技雪下届に至ると共にその數値を増加す 

る傾向が認められた。林內外乱i雪の抗劾力を比較すれば林內の方が稍大である 

祚であるカくこの關係は损!張力程明らかでない。又南北兩斜面に於ける神雪の抗 

カカは北斜面に大であった。積雪の密度,硬度竝に抗剪カの關係は密度,硕度 

の増加すると共に损:射力も増すが此の關係は密接ではなかつた。併し近本末夫 

氏’>の船津に於ける測定に依れば,積雪の密度と抗曲力の相關々係はア=+0.90

第 6 表

深さ
cm

測 定 ケ 處 g/cm2
林 内 林 外 北斜W 

(2)
南斜面 

(3)(1) (6) (4) (5)
〇 237.5 33.3 87.5 212.5 0.0 58.3

20 279.2 191.7 375.0 229.2 341.7 179.2
40 291.7. 383.3 254.2 358.3 270.8 266.7
60 341.7 516.7 395.8 . 375.0 358.3 233.3
80 533.3 — 425.0 358.3 358.3 * —
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±0.052でその關係は密接であった。

(ホ)雪溫と氣溫 雲溫,氣溫,地溫の測定結果を示せば第7表の如くであ 

る。秋尊上の接地氣屑は控間に於ても完全な放熱型をなし,・稍雪上の接地’;侷 

の特異性を示す,気溫はー1°C~ + 1°Cにして融專期に於ては深さに依:力;迎 

の變化は殆んど認められない。

第 7 表

測定位置
cm

測 定 ケ 處
林 内 林 タト 北斜面 一•南斜面

一 (3)(I) (6) (4) (5) ⑵
120 4.8 4.1 4.2 3.1 2.7 5.5

氣 80 4.6 4.1 4.0 3.0 2.2 5.5
50 4.8 4.3 4.0 3.2 2.5 5.4

溫 20 4.2 3.0 3.1 3.0 2.7 4.5
2 2.1 2.5 3.2 2.2 2.3 4.0

〇 〇 〇 〇 〇 0.2 0.8
3 20 〇 -0.1 〇 -0.1 〇 -0.2

40 〇 -0.1 〇 -0.1 -0.2 -0.2

溫 60 〇 -0.4 〇 -0.1 -0.2 -0.2
80 〇 -0.6 〇 -0.2 -0.2 —

地溫 〇 〇 -0.6 〇. -0.2 〇 -0.3

4月14日 4月16日 4月15日 4月】6日 4月15日 4 月15 ロ
測定時刻 午後 午後 午後 午前 午前 午前

5時30分 2時’1う分 2時30分 8時 8時 12時20分

雪表面の溫度は太陽光線に依り融雪氷が直接暖められo°c以上に上开すろ 

場合があった〇 { .

b)橘の抵抗 第1圖の如き楹で平坦地の抵航:を測定した結果は次の如く 

である。この場合は橘の荷重は60kgで積雪は全然人工を加へない自然狀態し土; 

である。之の場合最低氣溫が〇。Cを下らなくて雪粒間が水で滿たされて屋件: 

合は時間的に抵抗力が變化しないが,只雪表面が氷結して所謂硬雪の場合には 

幾分抵抗を減ずる樣である(16日午前7時。分)動摩擦は靜止摩擦の0.57-0.59

伝に當って居った。この場合動摩擦は普通步行程度の速さで行ったものである。

第 8 表

第1圖!5風驗器用權

源定 略刻
靜止摩擦 
抵抗くA) 

kg

動 
抵
摩擦 
抗(B) 
kg

B じ

4月14日 午疾6略 28.5 J6.4 57.5
4月15日 午前7時 29.0 17.0 58.6
4月16日 午前7時 25.7 15.0 58.4
4月16日 午後6時 27.6 16.5 '59.8
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(2)昭和17年度調査結果

イ)調査期間に於ける秘雪並の變化

昭和17年自1月12日至3月15日間の郝零蛍の變化は第2圖の如く,1月中句 

より3月10日迄は大脸50cm內外の秋当量を有し,時々降近があったが,3月11日 

以降急激に積雪並を減じ,測定終日である3月15日は融鼻の終期に近い。

ロ)洲J定日の氣象狀怎 

及び自然狀態に於ける・二 

の機械音勺諸性質

測定當日の氣象狀態e 

に雪質は第9表の如くで：5 

る。

依る。測定
時の地上15

備 考

平均氣温公 
高姒低気沮 
は自祀器に

c m氣溫は 
アースマン 
吸氣濕度,il・ 
に依る。<7 
溫は綱的 
精寒!®,汁午 
前10時の觌 
測に依る。

第 9 表

觸天候風力 平均 
氣溫

最高
氣溫

最低 
氣溫

測定時 雲 溫
地 
氣

ヒ5cm 
溫

0cm idem 20 130 |40 
cm| cm| cm

月n
I.12 怏晴和風 一 — — -8.0 -4.5 - 4.5 -4.0 -2.5 —

13 〃 り — -— 一 刁3.4 - 8.0 -10.0 -7.0 -4.0 -3.0
14 軟風 -4.93 -1.0 -11.2 -6.2 — — — — —
15 晴 和風 -8.60 - 4.1 -13.1 -8.0 — — — 一 —

2.16 〃 〃 -7.00 - 3.1 -12.3 -7.6 -5.0 -10.0 -8.0 -6.0 -5.0
19 及 軟風 -8.33 -3.0 -11.8 — — — — 一 —

3.14 リ 疾風 + 2.37 + 4.0 -1.2 2.0 0.1 — — — 一

15 〃 - 2.15 0.0 -4.9 - 2.6 — 一 一 —

次に自然狀熊に於ける秋・雪の機械的諸性質を揭ぐれば第10表の如くであ

遍定月日 哉雪瓦 
cm

の 質

1月12日 50 玉S(0.5cm)粉 2?(26.0cm)小播T(9.5cm)小知目 <5(14.0cm)
2月16日 57 粉書(5.0cm)小机目£5(25.0cm)大粗目ffi(27.0cm)

3月!4日 20 小机目S(l 5.0cm)大粗目£5(5,Ocm) 

表層より顺に示す

ハ)踏付けに依る積雪の機械的諸性質の變化

密度 踏付囘數に依る橘道の密度の變化は第11表の如くである。

第 1〇 表

測定因子
測定 
月

表層 t りの深さ
備 器0cm 10cm 20cm 30cm 40cm

1 0.10 0.16 0.19 0.24 0.29
輝 度 

g/cm3 2 0.20 0.22 0.26 0.28 0.29
3 0.27 一 — — L
1 18.3 9.6 7.9 9.7 , 5.7 300g ' 

高さ15cfn .¢2 度| 2 15.4 10.8 8.8 6.6 6.2 〃

3 15.3 一 一 一 — 1,000g 
高さ15cm

抗奴カ］ 
g/cm~ 1

2
3

16.7
8.3

60.4 
、ー

83.3 57.1 58.3

抗姫カ 2月,3月共測定不可能

第 11表

,定
摘 要

踏 付 同 败

〇 1 3 5 7 10 15 20

I 抵抗試驗前 0.10 0.31 0.35 0.34 0.37 0.39 0.37 0.42
1 〃 直後 — 0.34 0.35 0.36 0.41 0.41 0.38 0.42
1 〃

1日經過後 一 0.36 0.37 0.39 0.40 0.41 一 —
2 抵抗試驗前 0.20 0.31 — 0.35 一 0.43 一 0.45
3 〃 0.27 0.45 一 0.51 一 0.45 一 0.48
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即ち踏付けに依る密度の變化は,雪質に依って異なり1月に於ける粉我に 

於ては密度の變化が最も大であるが2月,3月の!m目写の時は密度の變化は比較 

的少い。

次に1月の栖抵抗試驗後も測定したが,各囘數共少しく密度を増加した。 

又1日經過後に測定した結果も少し密度を増した程度である。

又自然狀態の却雪を踏固めた場合に巫縮せられた害の高さを測定した所訂 

座縮深は第12表の如くである。

2月測定

第 12 表

踏付囘數1 1 3 5 7 10 15 20
穢再而との差1 Oil 10 10 11 12 12 15 18

次に踏固められた爲に比重を増加した率を比重増加率として示せば次去の 

如く,之の率は石尾却作氏饥に依れば雪質を示す數値となり科ると述べてハら 

が,この場合も2, 3月に比し1月は非常に大であり2月と3月は割合に近い以 

値を示すのも雪質が大K5似て居る事を物語るものである。

壓縮深と此重増加率の相互關係は運材路造成上多大の考慮を拂ふを要する

第 13 表

測定 
月 插 要

比 增 加 率
1 3 5 7 10 15 20

1 抵抗試驗的 3.10 3.50 3.40 3.70 3.90 3.70 4.20
1 〃 直後 3.40 3.50 3.60 4.10 4.10 3.80 4.20
1 〃 1日經過後 3冼 3.70 3.90 4.00 4.10 一 一

2 前 1.55 一 1.75 — 2.15 225
3 〃 1.67 — 1.89 一 1.67 一 1.78

題である。 ]

硬度 硬度の變化は第1陵の如くである。

硬度の場合も雪質に依り異なり2, 3月の粗目雪が大部分を占める様になれ

“ II

ば密度と同樣に硬度の變化も少い。

第 14 表

測定 話 付 回 on/lkg
轉栗 〇 1 3 5 7 10 15 20 備考

1
1

.2
3

抵抗的 

〃後 

抵抗的

18.3

15.4
16.1

16.0
9.0

10.0
13.5

8.3
6.6

8.8
6.6
8.6
8.3

7.5
7.6

6.6
6.1
8.9

12.5

6.2
5.8

5.3
4.9
8.1

10.4

旧し1, 2 
月の〇同 
の硕度は 
高さ15 
cm,荷亚 
300g

抗剪カ 抗剪力を測定した結果は次の如くである。1月の一部及び2月は 

擾被の破損の爲測定は出來なかった。

第 15 表

溜定 
月 摘 栗

踏 數

〇 1 3 5 7 10 15 20

1 抵抗的 一 一 — 77.9 56.9 72.2 86.1 93.0
1 〃 後 一 — — 142.9 83.3 94.4 93.0 93.0
3 抵抗1耐 8.3 305.5 — 216.7 — 116.7 — 116.7

1月の場合は踏付囘數と共に抗苗カを増すが,3月は之と反對の傾向を示 

す。即ち抗剪カの變化は雪質に依っで非常に異なる樣である。

抗張力 抗張力は各月共測定は不可能で當地方の抗張力試驗器として改良 

を要するものと思はれる。

=)柢の抵抗

各月別に橘の抵抗を調赤した結果は次妻の如くである。即ち橘の抵抗も雪 

置に關係し粉雪は踏固めない場合には非常に抵抗が大きいが,踏付囘数を珞加 

すると共に,次第に抵抗を減ずるその割合は粗目雪の場合より大である。

是は粗目雪の場合には雪の粘着性を失ひ固まり難いが,粉雪に於ては踏み 

固める事により,密度及び硬度を増加し抵抗が小となる傾向が多い。
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ka,動始抵抗,kb最大抵抗,kc最少抵抗,kd最頻抵抗

16 表

測定踏付 
月日冏數

從 kg iS k#
備考

在 I iS
ka kb kc kd ka kb kc kd SXIO° Ikd ,〜、 

"I00

I 1 30 23 14 18 26 22 13 17 60.0 65.4
3 28 20 10 15 24 20 12 11 53.6 45.8
5 27 22 14 18 22 16 13 14 66.7 63.6
7 25 20 15 17 21 16 10 13 68.0 61.9

10 20 17 10 13 22 15 10 12 65.0 54.5
15 22 18 10 14 23 16 10 13 63.6 56.5
20 18 13 10 11 18 15 8 11 61.1 61.1

7 16 11 8 9 17 13 8 10 踏付後
1日軽 50.0 53.8

10 20 15 9 12 15 13 8 10 過 60.0 66.7

2 1 25 20 10 14 25 20 10 15 56.0 60.0
3 27 20 10 15 25 18 10 14 55.5 56.0
5 25 18 9 13 26 20 10 13 52.0 50.0
7 23 20 10 13 25 20 10 13 56.5 52.0

10 20 18 6 11 25 20 10 13 55.0 52.0
15 20 17 5 10 20 18 7 12 50.0 60.0
20 20 17 7 10 23 17 7 11 50.0 47.8

3 ・〇 24 17 11 14 26 16 11 13 58.3 50.0
1 24 17 8 12 24 16 4 10 50.0 41.7
5 28 18 13 15 27 15 10 12 53.6 44.4

10 26 15 10 12 31 15 10 12 46.2 38.7
20 24 15 11 13 25 15 9 12 54.2 48.0

次に雪溫と踏付けに依る密度,硬度の變化に就いて考察するに,2；•河’0•: 

質と關係し濕雪(暖雪〇〜ー3°c)に於ては大氣が唆まれば直ぐ零度となり水!？ 

含んでベトベトになり,固り易いが硬度は大でない。中濕雪(中溫雪ー3。～一 

1O°C)は機械的エネルギーを與へて居る間は一部分融けるがそれが無くなれば 

直ぐに凍るので,踏付けに依る道付が容易にして,又楹の抵抗も小さい歩も石 

尾和作氏の實驗で明である〇次に冷溫雪及極冷溫雪のー1O°C以下の乾游は役杖 

的エネルギーを加へても固まらず直ぐ碎けるので踏み固めるのは困難である。 

この審は又自然狀態の::5に就いて,尾田敏男氏の實驗次あり,耶:い新專から締 

3,或は濡旧又は粗目安になるに從って靜止摩擦係數が減少してクラストした

凍古:が最小で最も滑りが良いといふがを示した。

次に時季と抵:J亢との關係を視るに,1月及び3月に比し2月に’於て抵抗が 

少い。之は石尾和作氏の天鹽演習林の調乔に於ても認められる處である。是等 

の詳細な調査は,氣溫,或温の變化と共に最看利の運材時招を見出すことが出 

來得る。 ‘.

動摩擦は靜止序擦の5, 6割に當り,その割合は3月に於て他の:1,2月に 

比し小であつた。

4・摘 要

理硏計器製の歩試驗器を使用I,て祈雪の機械的諸性質と之に關聯した橘の 

抵抗を定山溪及び札幌に於て » したが,その結果を要約すれば,次の如くで 

ある。

1)融雪:期に於ける機械的諸性質、を定山溪にて測定した。

a. 杖壬密度は0.3〇〜0.57g/cm£の範圍にあり,その垂直分布は連續的、 

でなく ,縞狀をなし敏雪の經屈・に依って種々異った數値を示す。

b, 硬度は4.1〜19.0cm (四錐重蛍lkg,下距離25cm)の範圍にあり密 

雪下層・‘に至るにつれ硬度を増すが,途中の氷板或は硬凍2：により 

著しく硬度大なる箇所を生ずる。林內外秋凸:の硬度の比較は林外 

が大であった。

C.抗張力は表層・の大粗目雪は本計器では測定不可能で殆んど〇に近 

いものと思はれる。併し,林外の下届には,最大475.0g/cm2 $s示 

した處があり,抗張力は密度より硬度に關係が深く,硬度大なる
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ほど,抗張力も大きい傾向が認められた。

d・抗剪力は表居大粗目雪の〇のものから,深さ80cmの箇處の533.3 

g/cm%至る範圍に分布した。秋：雪の密度及び硬度と抗剪カの關係 

は密度,硬度の増加と共に抗羽カも増すが此の關係は餘り密接で 

なかった。

f・技雪上の接地氣層・は晝間に於ても完全な放熱型をなす。又あ泄は 

〇0c〜一i°c內外を示すが雪表面の溫度は雪融水が暖められ〇。c以 

上に上昇することがある。

g・融雪初期の所謂硬雪の時の橘の靜止摩擦抵抗は25.7〜29.0kgにし

’ て,その動摩擦抵抗は,その57〜59%に該當する。

2)札幌に於て1,2, 3月の三囘に涉り,秋雪の踏付けに依る機械的雙化 

とその橘道に於ける橘の摩擦抵抗を測定した。

a・各月の雪質を示すと,1月の表層・は粉雪,中下居は小締安と小山 

目雪であり,2月は表層・に於て粉雪,中下層・は粗目專である。3 

月の表届は小粗目雪,下層・は大粗目雪である。

b•踏付に依る積雪の機械的独質の變化に就いて視るに1月の如く, 

粉雪及小締雪の雪質の場合は壓縮による變化が著しく,特に密度 

及硬度を増大するが,3月の如く粗目雪の場合は變化は少い。

c・踏付の囘數と橘の抵抗は,1月の如く,粉雪の多い場合には踏付 

囘數の増加と共に,抵抗(靜止,動始抵抗共)が小さくなる割よ 

が大きいが,3月の如く粗目雪に化すると踏付の効果は殆んど二 

められない。
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3.抗張力試驗狀況 4.抗煎カ試驗狀況

冬期運材事業に於ける時間研究

, 技手小熊米雄

技手丸山光矣

Oguma, Y., u. Maniyaxna, M.:

Zeilstudien im Wintcrholzbringsbelricbc.

•・

1.玉橘運材に就て
■

Holzbringnug mit Pferdezieschlittcn.

I結 甘

n時問研究 I
n玉植運材

w研究作栗

v 純正勞働i時間と瞥通時間

V!標壅作楽の決定

VK關係因子’の關査

印時間觀測 ’

K標率噓間

X摘 要

ゝ I•’緖 言

北海道に於ける森林作業中特に冬期間の伐採作業は,短期間に,多數の勞 

珏者を集めて從事せしむるものであって,從來は農閑期の餘剰勞力を以って,
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之に充’當したのである。その爲他の產業に比して,勤勞管理に對する硏究が遅 

・れ,從って作業に關する檢討及び劳務の保績等に就いては,閑却されてゐた傾 

向がある。

一般に林業に於ては,機械力の晦用少く,伐採作業に於ても,殆どが入力, 

又は馬力に依るもので,然も其の勞働力の狀、况如何は,直にが業の成紐に大な 

る影響を持ち,尙經費の點に於ても伐採經•変の全部と言っても過言でない位で 

ある〇

玆に於て,勞働力の科學的硏究の必要は言ふ迄もなく,近時,人的資源及 

び馬匹の不足せる狀況下にあって,然も伐出數虽の増加,又は奧地森林の開企 

に當る爲には,勤勞铮理紐織の確立と共に,之の研究は更に進まねばならない 

使命を有するものと信する次第である。

從來の作業硏究,又は時間硏究に於ては作業能率の増進を第一義とされた 

のであるカ<,之は,資本主義的,否,寧ろ猶太主義に基く產業合理化運動の仍 

哨線とも解されるものである。勿餘,生產事業經營の上に,作業の合理化,即 

ち能率増進は重耍な因子であつて,之なくして事業の完成は見られないが,鼓 

に巫耍なものは,資本の爲でもなく,利潤の爲でもない,唯國家の生產確保, 

即ち國民の生産能力の桁强である。之が爲多年,原始的取扱を受けNゐた林、終 

勞働に對匕,科學的考察を以て實驗的に,功程を表し,その作業の適否を見出 

して,合理的な林業經營の基礎的數値を求むると共に,現行の木材價格決定に 

當って,生産費の査定に資するべきものである。尙更に一步を進め,合理的な 

作業に依る勞務者の保絨,即ち現在の森林內作業を,滿足されるべき次期劳方 

者の殓期養成こそ,最も要望されるものであり,又速に完成すべき事項と考へ 

るものである。

然し乍ら森林內作業は他の工場作業等と異り,各建の定まった作業の連・, 

又は共の集谷に依つてなされる•ものでなく,廣範な作業地域に於て,然も不向 
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の地形を足場とし,第候の變化を身に爻けながら,大小雜多な材料を取扱ふ爲, 

徹底的な分類研究が困難なのと,同一條件に於ける實驗結果が得られず,又一 

殺に短期間の硏究とする爲,之を以て廣い適用通圍を附する爭の出來ない點を, 

泣愣とするが,今後多數の硏究に依って高適用性のものとなさねばならないの 

である。

之が爲,本硏究に於ては,一定地域に於て,從來作業の範圍に於ける時間 

研究を行ひ,之に依って不要作業の摘出をなし,別に定めた標準作業に導く珂 

を主眼としたものであって,決して應用性は大でないが,硏究結果に基く實施 

地域の,工程管理の確立,作業の合理化,勞務者の敎育,器具の改善等を以て 

第一段附となしたのである。

本硏究の實施は,昭和16年より之を始め,當局定山溪出張所部內•定山溪 

切部［に於で,昭和16年度には區細班220 (蝦華の澤),昭和17年度には,區割 

班97.(二股)昭和18年度には,區割班,203 (空沼)に於て行ったものであつ 

て,妙に時間硏究の方法の槪要と,結果の一部を報吿するものである。之の硏 

究に當り,終始御敎示を賜った場長原田技師,並に各般に亘って御援助セ與へ 

られた,定山溪出張所長,淸水技師,滿田技師及び田中技師,並に熊崎技手及 

び當埸矣戶技丁に深甚の謝意を表する次第である。

積
II•時間硏究

生產能率増加の問題に關しては,一般に機械,器具の新設,又は改良のみ 

が考へられて來たのであるが,之を股も有効に,使用する方法に就いての,分 

析的硏究は餘り行はれなかっだ様・である。西紀1833年にアメリカに於て,F.W. 

Taylorが時間硏究を提唱し,又其の後E. B. Gilbrethが,動作硏究を發表し, 

之等が基礎となって,今日の作業硏究,時間硏究が生れたのである。

機械生產部門に於ては,其の後急速な進步を遂げ,我國に於ても鐵道工場,
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共の他援器製作工場にて採用され,專問的な硏究機關と多敷の硏究日を以て, 

實施されたのである。

一方林業方面に於ては,前大戰後の產業合理化連動に端を發し,西紀1925 

年H. H. Hilf博士に依って,共の基礎が固められたのであつて我國に於ては, 

北海道帝國大學敎授,大澤’正之博士に依って,林業勞働學が示されて以來,& 

方面に於ける,研究も進み,各種作業の時間硏究の結果が見受けられるに到っ 

たのである。

殊に,冬期に於ける運材事業に關しては,天川一行1>杉原四郞わ千田修二わ 

氏等の報吿がある。生產の合理化に就いて,先づ考へねばならないがは,生ぞ 

の行はれる工作物,機械器具の新設,配近,改良,修理等をなす設備管理と之 

等の設備を運轉して,直接生產に當る勤勞管理,即ち勞務者の雇傭,敎育等で 

あり又,之等の持った生產カを紳合せて,作業の豫定,分配,方法を示して, 

事業の遂行に當る,工程管理の三要素である。 ‘

今單に作業硏究,及び時間研究を取扱ふ事は不適當であって,須らく之B 
三耍素に立脚して行はれねばならない。かつてTaylorは各種［乍業は周密に, 

その要素作業を分析して,其等各々の耍素作業に就いて,充分に,然も正碰・に 

時間研究が行はれるべきものと言ひ,要素として,作業の分析と時間親測を拼 

げてゐる。然し之は最上級の作業者に就いて,作業能率の増加に伴ふ,賃銀の 

上昇を意圖して,好適な一日の仕事を決定し,之により公正な賃銀支拂の遅］］ 

を得んとしたものであって,眞の合理化とは言び得ないものである。

註 ！)夭川一行：S?上運材特に玉曳に就て,日木林學會報,V.18, N.12, p.58,昭ifnlHp
f；12 月・

2) 杉原四耶:玉曳運材の功程と作業時間との關係に就て,昭和十三年度日木林學會

蹴演集,P- 493,昭和!4年3月• ヽ

3) 千田修二:玉曳5E材の施行:染定に關係を有するニ•三のホ項に就いて,昭顕十六

年度日本林學色講漁集,p. 578,昭和17年3月•

共の點D. V. Merrickの目ふ如く彼も滿足な作業條件の下に於て,適切 

な設備を用ひ,一定の方法を以て,一定の作業を成し遂げるに要する時間の決 

定が正しのものである。即ち取扱ふ材腳,使用する機械器具,共の他の環境條 

件を最適なものとし,作業の豫定,分配を適當な狀熊に置く可きである。尙硏 

究の對稱が人間である以上,心理學的,生理學的な考察の必要なことは言を矣 

たない可•である。

HI•玉橇運材

北海道に於ける冬期運材事業に使用されるものとしては,馬匹を用ひるも 

のに,玉橘,四つ福,バチ柄,複式バチ 

概,馬根等があり,人力に依るものとし 

ては,四つ柄があり,又機械カ應用の卜 

ラクターと,共のパチ极があ’る。

北海道特有のものとして,然も利 

用膈傷1の一番廣いのは玉楹であって雪 

上運材が業には缺く事の出來ないもの 

である。

1.玉橇の構造

玉橘の構造は頭部下面を削り落し 

た曳板で,裏に鋼板を咕付けたもので 

あって,之に曳行に用ひる鎖を取付得 

る様,孔を設gだもので,通常第1圖 

に示す如き形態のものである。

材料は强靱で且つ,耐摩耗性の大 

なる材料,主としてナラ,又はイタヤ,
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カバを用ひる。裏張りの钢板は,叮3〜6耗の軟鋼板を用ひ,之を・長40耗內外の

丸釘3〇〜40本を以て,植に打ちつける。尙時としては,權の周囲に厚さ6耗內

に厚さ12耗內外巾60耗內外の平鋼板の兜金を附し,之に!]同掛鎖を取付けるもの

もある。楹の大きさは概略次の通りである。

玉楹に附屬する鎖及録としては,次の如きものを用ふ。

鎖 玉柄と曳木との述結に用ひる。玉

徑 13〜16耗

長 160〇〜2000耗

鱼 1本

抱

材の兩側に打込む。

徑 9〜13耗

長 125〇〜1450耗

數 © 2本

外,巾18耗內外の平鋼の上部に,機上で鶴の働きを容易ならしめる爲,鋸麒狀 

の切缺をなし足ものを取付けることが冇り,技・荷を容易にする爲,拓載部中火

數

時としては,兩浦を分割し中央部に於て,臺輪に連結せるものもある。

鎧 一端を玉鎖に取付け,他端に鎧又は,チンチョウ鋭を石L, 

總 長 100〇〜1200耗

前 巾 280〜400耗

後 巾 40〇〜750耗

厚 さ 6〇〜90耗

1& 金厚 3〜 6耗

最 大巾 35〇〜700耗

長 60〇〜900耗

木口 鎧 玉鎖中央,或は臺輪に付き他端に銳を持ち,材の木口に打

込む〇
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徑 13〜19耗 ,■

長

數 蛍

30〇〜360耗

2〜3本

輪にシャックル又は,丸銀を以て取付け他端には銀を附鈕控

す〇

徑

長

數ー、/

13耗內外

30〇〜360耗

2〜3本

l]l:J掛鈕 鎖又は鋼索を用ひ一端は兜金に付き,他端には銀を備へる。

徑 9〜16耗

又は9耗鋼索(19本6撚,或は24本6撚)

長 1500耗內外

數 量 2本

角形鎖セ用ひ,一端は鈎を以て抱銀の鎖に繫ぎ,他端に録止 鎧陶

を有す。

邊 13耗

長 140〇〜1600耗

數 蛍 1本

2.バチ橇の構造

バチ橘としては玉横運材に於て運材距離長く,然も緩傾斜の部分が存在す

る場合,材の後部を載せ,曳行の際の抵抗を少くするか,或は連結曳に於て, 

中間のものを吊録に依って,前端を吊り,材の重心より後部を載せるのに使用 

するものである〇

共の構造は,二本の楹の上に遊木と稱する木材を載せる臺をボルトを以て
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各々に取付け,共のボルトを中心として第1圖/2 バチ植 

連落箝・ 各々の桶は廻轉し得るものである。尙橘 

の裏面には平鋼を貼付け,共の平鍋の前 

端には鼻止鎖を取付け共れに鉅を有し, 

又遊木には,兩側近くに胴掛鎖を取り付 

け得る眼鏡ボルト,或はシャックルを備 

へ,通常第2圖の如き形狀である。

材料は玉楹同樣,ナラ,カバ等の强 

數な木材を用ふるが,共の!E要な點は, 

垂量の輕滅と走行抵抵の僅少な小にあ 

る。裏張の平鋼は,厚3〜6耗の軟銅板を 

用ひ,之を長40耗內外の丸釘16〜24本を 

以て打付ける。又改良バチとして,橘を 

四本遊木に取付けたものもあり,之は特 

に新道に於ける,走行抵抗を滅じ得るも, 

空曳の際重並1の過大な缺點がある。

普通のバチの大きさは次の如くで

ある。

橘 巾 14〇〜220耗

厚 3〇〜40耗

遊木取付部厚 8〇〜100养e

全 長 90〇〜1400耗

遊木取付中心部と前端との距離 57〇〜720耗

裹金厚 3〜 6耗

巾 1〇〜12耗

33〇〜550耗橘中心間距離

11〇〜150耗遊木巾

8〇〜15o耗厚

長

駐・

橘の案內をする。

6〜9耗の鎖又は徑6耗の鋼索(24本6撚)を用ふ。徑

160〇〜1800耗長

數 並

鎖連 絡

6〜9耗徑

26〇〜420耗長

數 蛍 !本

遊木の左右に眼鏡ボルト,又はシャックルを以て取付けら胴 掛 銀

他端には銀を附して材に打込むか或 第2圖ノ 2尻止鑽

は丸鎧を以て締金具で取付ける。

6へ9耗の鎖又は鋼索徑

(19本6撚或は24本6撚)

150〇〜2000耗長

數・

中央に丸鎧を持ち,其れに鎖尻 止鋭

2本

左右橘の前端を連絡し,曳行に當って柩の移行を防ぐもの。

S 2本

・髙15耗內外の爪3〜4個を備へるものもある。 、

バチに附屬する鎖としては次の如きものがある。

止録 橘の話端に付き,他端には小形の録を附し之を材に打込み,

75〇〜1030 耗

柩と遊木の取付には徑9〜16耗のボルトを用ひる。又遊木上には,徑12耗

を付け先湍には木口に打込む銀を附する
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徑 13耗內外

長 300耗內外

數 呈 4本

3•曳行器具

玉柩運材に於て曳行に當り使用する器具としては,之を直接馬匹に取付け 

られる器具と,連結曳をする際の,連結用器具ーに別けられる。(第3圖玲照)

第3图ノ1 曳行器具

イ)馬匹に取付ける器具としては次の如きものがある〇

尾廻し

手 綱

モク シ

ガ ラ

蕨 形

背 釣

腹 帶
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胴 引 通常鎖(徑9耗內外)を用ひ曳木と蕨形を連結する。

梶 棒 通常濶集樹(ニガキ,アオダモ)等の幼齡木の末口徑5〇〜

70耗,長2600枉內外のものを用ひ,一端は黙形に他端は曳木に取付け 

る。

吃 木 通常木材•(イタヤ,ナラ)を用ひる。

巾120枉,摩100耗,長100〇;耗內外であって,兩側上部には梶棒を取付 

ける丸鎧(徑6〜9耗)及び前方に胴引を掛ける。止敛(蛇鎧)を備へ 

中央部には,シャツクル(徑9報內外)をボルト(徑9〜13耗)を以て 

取付ける。

箸5 鎧 曳木に取付けられたシャックルを玉鎖との連結をなす銀に

して,徑1,3〜16羸 中央に移動し得る棒を有する。

ロ)連結用としては次の如きものがある〇

吊 鈕 徑9〜13耗の鎖を用ひ,

中央に丸鎧を有し,之に主荷に打 

込む鎧と從荷を連結fる。長さ900 

〜1200耗公鎖及鎧を二本備へる。

尙連結玉(子玉)の玉鎖には,先端に 

鈕を備へ主荷へ打込み,連結の役をなす。

4•附屬器具

運材に當り馬夫は常に次の器具を所持 

する。t

丸型シャベル1T 除雪,道修繕用

木廻し 1丁 轉材用

後(又は对)1T 轉材用

手 斧 1丁 節打,面取用
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鈍 1丁 雜 用

手 鋸 1丁 〃

以上の外,鎖,鈕,シャツクル等のな備品を若干携行する。尙締金具を用 

ひる所では主荷及び從荷用として通常2ケを備へる。

5.積 荷

秋荷法は各地の地況,料ぐ况,習償等に依り異るも,一般に鎖以と重曳とに 

別け得る(第4, 5圖參照)。録史は比較的巾の狭い玉柩を用ひ,親玉には大な 

る材を秋み吊録を用ひて,材を一本宛長く述結するものである。時としては葺 

結玉(小玉)を用ひて,抵抗を少くする。又勾配の緩な箇所では,一般にバチ 

を使用する。重曳,又は抱合曳は巾の廣い玉橘を用ひ,一つの玉柵に二乃至ユ 

本の材を秋載するものである。連結の場合は連結玉を用ひ,一般にバチを使用 

する。之等の決定條件としては,次の如きものが考へられる。

・ 第4圖ノ1 鎖 曳..
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第4圖ノ2 娘 !II(長材)

第5圖 亚 U1
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條 件 次 曳 5R 曳・

(長 〇
搬 運材距離 ,.

1短 〇

路 (念 〇
勾 配’,

狀 1緩 〇

況 111I 線(火 〇
1小 〇

一［廣 〇
伐 道 巾 “1狹 〇 ・

採 伐採木密度( 〇

1小 〇
木

〇 ・
狀

徑 級｛,
素 1小 〇

況 材 & !大 〇
1小 〇

積荷に當っては,材の根張りと節等は,精載後轉倒する虞のない箇所を充 

分判斷した上,手斧にて剝わ,又皮付丸太の埸合は,滑面及びバチ秋箇所の’ミ 

定を徊る樣剝皮をする。 ー

材を玉橘に載せ木口銀,抱鎧,胴掛鎖等を打って固定する。尙バチを陀i' 

る場合は,胴掛銀,却掛鎖を打ち移動を防ぐ。

6.曳 行

曳行法としては,勾配,曲線緩にして雪質良好な場合は,重連乃至四・連的 

をなす埸合もあるが,一般には重連程度である。又條件の惡い場合には連む2 

制限を加へる。

又地形に應じ,走行抵抗を加減する爲,バチの着脫を適宜行ふ。尙局扫竹 

な急傾斜の場合は,歯止銀を以て,玉橋パチ橋或は材の下面に鎖を迴1., 

抵抗を增大せしめて制動効果を大とする。

3【

IV•硏究作業

硏究作業の撰採の適否は作業硏究,時冊研究の進涉と共の効果に多大の影 

響を與へるもので,共の決定には充分者慮を要するものである。殊に初めて實 

施せんとする場合は,硏究目の狀況も充分でないし,又作業者(勞務者)は之 

に對して,大なる關心を持つから,研究の趣旨を作業者に了解出來る樣にする 

べきであるQ尙研究目としても,作業者の經驗と,作業方法に對して理解を持 

つ必耍のあるがは,論を俟たないのである。

本硏究に於ては次に示すが如き基礎社以て,實施したものである。

1. 硏 究 員

硏究目としては,次の如き條件を具備する必耍があるものと考へられる。

i) 分析綜合的な能力を有する事。

ii) 技術的智識,要すれば實地の經驗を有する事。

iii) 作業者を指導し得ると共に,協力する才能を有する事。

iv) 强固なる精神を有する事。

V)公正なること。

vi)健康なる事。

本硏究に於ては,筆者及び試驗場職員が之に當った。

2. 器具及び用紙

硏究用器具としては,秒時計(1/100分又は1/60分)時間用紙,觀測板が必 

要である。本硏究に於ては,秒時計は1/60分,普通型のものを使用す。

時間用紙は第1表の通りのものを使用す。觀測板は通常の携行圖板を使用 

したが,之には觀測點と時計と記入箇所を成可く 一直線に置く樣秒時計取付箇 

,所を備へた觀測板が適當である。鉛筆は測定後の整理をする場合,用紙面の汚 

損を少くする爲,Hか2Hを使用する。
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3.地況,林況及氣象條件

研究作業の實施に當って共の现況調査の必要な爭は言ふまでもないが, 

五項目としては,次の如きものがある。

i) 地 況 (第2表參照)

,路 線 (第3表參照)

勾配, 最急及平均

ii) 搬路狀況 最小曲線半徑

道 巾

〔小道數及延長

iii) 林 況 (第4表參照)
1

氣 溫

iv) 氣象條件 律 雪 (第5表參照)

雪 質

第2表 地 況

年度 醒劑班 而技 地位 抽 要

16 22〇 74.93 I 北乃至北四面中斜地砂質壤土,中軟適

17 97イ 70.17 I 朿面乃至東南面念斜乃至中斜地束部河岸は基岸3S 
出し峻阻地を存す,砂質壤土中軟適

18 203 90.58 H 南四而乃至南而中斜地砂質顼土中軟適

第3表 搬路狀況

年 度 昭和16年 昭和17年 昭顕18年

作 樂 地 定山溪那業區 
區割班220 左同 97イ 左同 203

路 線 第6, 7圖理照 第8, 9圖冬照 第10,11圖警照

平均路線延艮(や 2,766
ゝ

2,122 1,315
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(ほ念〔％) 277 488 393

1平均(％) 110 100 100

最小曲線半徑(米) 3.0 4.0 4.0

泣 巾(米> 2.0 2.0 2.0

第4表 林 況

年度 區創班 林位
樹秫 
%

林 齢
樹 瀚

材 
每ha 

m3

彼
一徳一

m3

生艮玳 
每ha|總・ 

m3 1 in3
描 要

16 220 I

エゾ40

トド20

濶 40

60

30

60

150

4,496

2»248

4,496

11,240

.43

.21

.43

1.07

32.2

15.7

32.2

80.1

一般に針浪混沽林 
にて果筋其他佩城 
的針葉樹林を存し 
林相所爪好なり 
泗菜樹はミヅナラ 
シナ,ハリギリ誓 
南部高所は主とし 
てダケカパを混生 
す

50-303'

50-150

50-350

,140

17 97イ I

エゾ25

トド25

濶 50

50-250 
/

50-150

50-350

.120

43

42

85

170

3,017

2,947

5,864

17,928

.36

.35

.71

1.42

25.3

24.6

49.8

99.7

一般に釘•葉泅葉混 
•冶疎林にして拱筋 
には針葉樹［ffl狀に 
生立す泗葉樹はミ 
ヅナラ,シナ,才 
ヒョウ等を主とし 
て西南部高所はダ 
ケカバの讴淆多し

18 203 n

エゾ70

トド10

调 20

50-350

50-160

50-250

170

447

21

42

210

13,315

1,902

3,804

19,021

.86

.12

.25

1.23

77.9

10.9

22.6

111.4

北束部はタケカK 
の温、淆多きも其の 
他大部分はエゾマ 
ツ林にして少并の 
ダケカバ,トドマ 
ツを混ず

第5表 氣象條件

年 度 昭和］6年 昭 和!7 年 昭 知!8 年

月 日 2.21 2.22 2.24 2.25 2.26 1.26 1.27 1.28
天 候 小2? 小雪 a 曇 小霉 小雪 小：1? 小堂

一日平均氣溫c° -3.7 -1.9 -7.5 -8.0 -4.0 -8.3 -16.0 -13.0
坡高溫度C° 4.5 4.5 -4.5 -5.5 -2.0 -7.5 -6.7 -7.3
最高時 (II］ 11 12 12 11 12 10 11 8
扱低温度C。 -9.8 -6.5 -10.2 一 9.5 -5.5 -?.〇 -24.7 -20.0
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時 冏 4 8 6 4 6 2 6 5
cm 180 204 142 140 146 210 224 240

質 粉 粉 小締 小稲 魅! 粉 粉 粉

第6圖 昭府16年度(蝦暮の澤)

撤路平面咼 1/20.000

第7圖 昭和16年度(蝦巡の滓)搬路桜斷面圖
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第9圖 昭却17年度(二股)觀路縫斷面圖

37

第10圖 昭和18年度(空 沼)

第11圖 昭诵18年度(空沼)搬路縱斷面圖

250 500 750 1.000 L2SQ
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4•作業方法

本硏究に於ては,先づ作業者が從來最善なものと考へて實行して來た方法 

に依って作業をなさしめ,其の作業者が快適なりと信ずる工程を基礎として, 

時間觀測を行ったものである。

作業方法としては,玉椅,バチ柩及び曳行器具(胴引,梶棒,曳木零)附 

風器具(木廻し,鶴等)は總て土場近くに置き,始業の際は馬の準備をなし, 

背釣,ガラ,蕨形,シャべノ丄 手斧等を付けて厩舍より器具置場に到り,此旧 

に於て器具の檢査と舞備を行った後,空玉を曳行して作業地に到り作業者はI 

時也行を止め,木元に趣き材の狀況を調花して,共の數蛍,大きさ,折荷の更 

領,主荷,從荷の配分等を镣め定め,再び馬の位｛2に戾り,更に適當地點迄空 

玉を進め,作業に應じた器具の配置を行ふ。其の後夫々の材に就き除’丁：,膊村 

を行ひ,之の際材の并載時に於ける安定性を考慮して底面を定め,耍すれば茵 

打,剝皮等をなして,更に適宜の地點迄术直をする。甘荷に先立っては工旧, 

バチ橘の位卷を除雪して,夫々を置き,之の上に材を載せ,玉橘にあっては, 

木口段,抱段等を打って材を固定し,バチ楹にあっては胴掛鉉见止鈕を以て荷 

を作る。以下順次從荷を作る。

車技又は述結曳に於て,一箇所に適當材のない場合は,附近よりI臼を打つ 

たまゝで馬に曳かせ・一部集材を行ふ。尙述結曳の際は,從荷を各別に一定J网 

迄曳出し連結をする。潁いて主荷に馬を付けたならば器具を夫々の位置心W 

ける。

曳行に當っては,荷の狀態を點檢した後出發する。急勾配の箇所があれば, 

豫め齒止鉗を打って齒止を効かせ,殊に斯る箇所では先行者の距離を見計らひ, 

近い場合は待合せを行ふ。

土場に到着すれば檢尺員に依って,寸檢及び品等檢査がなされ,夫々の刻 

印を槌打して,樹種,長徑級品等別に從って桃位置が示された後,所定の所迄

39

曳行し,録,鎖共の他の器具を外して荷卸の準備をし,捲立夫と共に材を動す。

之に依って一囘の作業は終了し直に次の準備として,玉福,バチ楹其の他 

の器几を取纏め曳行に便利な樣に荷造をし,第二囘目の作業に移る。控食の場 

合は,狀況により各人携行して適宜食巩と飼付を行ふか,或は一時器具を置場 

に揃へ馬を外して厩舍へ導き,飼付をなして後,各自が食事をする。午後の作 

亲は午前と同様の操作を繰返し,終業の際は器具を置場に格納して厩舍へ馬を 

曳く。

尙勞務者の組織は,組頭の下に各勞務者が屬し,總て事業所の監督下に作 

栄に當り,1組は1〇〜20名であって,之等は運搬材・積の狀況に應じ,適宜採面 

を定め各採面に於て5〜8名が作業をなす如く配分する。各採面は作業開始後一 

日宛,各組が作業し,翌日は他の採面に入り,更に次入と順次各採面を行った 

後,再び最初の採面へ戾る。共の間の功程は各人に依るものとし,其の後適當 

時期巡材を行ひ,所謂殘山となった場合は,共同作業を以て之に當る。賃銀の 

支拂方法は,功程拂制度を採用し,各勞務者の功程に基きーヶ月間の運材材析 

に依って計算される。

5.作 業 者

作業硏究,時間硏究に當って,共の成否が作業者(勞務者),に負ふ所大で 

あるので,’作業者の撰採に當っては,次の如き藉點を調査する必要がある。

i) 協調性に富み,硏究員の命に從って,共の指圖通りに然も共同硏究的 

に作業を行ふ事。

ii) 作業に對して相當の經驗と智纖を有する•事。

本硏究に於ては,上記の如き條件を滿す•と共に技術的にも,又體力的なも 

中山と思料せらるるものに付き撰擇し,其の中切程度の內更に上,中,下の三 

階級に相當すると認められる者を以て作業者とした。各年度に於ける調査前ー 

ケ月間の平均,最高,最低功程及び勞務者中馬夫の般カ測定に基く平均値は第
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6, 7表の通りであり,之等に依って決定せる作業者の狀況は第8表に示す如さ 

ものである。

第6表 朋!政前に於ける功程

年 度 昭和16年 昭和17年 昭和18年

迥材々積平均石 21.75 24.99 17.18

〃 最大石 27.58 44.08 37.31

" 最小石 9.61 8.35 3.87

針葉 甜步合・ 80 72 100

濶葉 甜步合％ 20 28 〇

第7圖 勞務者(溟夫)囲ヵ岡査

勞務者败 年 齢 時 長 蚀 5E 胸 圖 背筋力

名 
69

rx
31

cm
160

kg 
60

cm
91

kg
172

捉力右 握力左 肺活:ft 血 壓 脈 搏 呼 吸

kg 
46

kg 
46

cm3
3.850 144 72 20

第8圖 作榮器假格

年. 度 昭 和 17 年 昭 和 !8 年

氏 名 甲 乙 丙 甲 乙 丙

年 齢您 41 35 32 44 27 34

學 圈 専卒 高卒 尋卒 尋卒 尋卒 站;卒

經喩 年敏年 10 13 13 20 -3 1

& ホm 163 163 160 154 157 160

¢5 ffikg 67.5 60.0 56.2 56.2 52.5 67.5

6・馬 匹

馬四の決定に當っては,其の品種,年齡,體カ,經驗,年數に依るもので 

あるが,本道として一般に使用されてゐる種類には,ペルシュ・ン又は其のR

4i

秘が多い。

本研究に當っては,一定期間の功程により,勞務者と馬匹を粽合して定め 

たもので前記.勞務者の所有馬匹を使用し共の岫は第九表の通りである。

第9圖 岛匹閭格

年 度 昭 和 !7 年 昭 和 18 年

作梁 者 甲 乙 丙 甲 乙 丙

刖 ベル雑 ベル雑 ベル雜 ベル雜 ベル雑 ベル雜

性 別 古 古 古 古 古 合

年 歸a 5 7 11 13 6 6

毛 色 宵 靑 資 靑 靑 淸:

因 丈cm 148 166 160 160 154 160

經驗年 數年 1 3 3 3 3 1

7.器 具 ・

運材用器具としては,總て各勞務者が從來使用せるものを採用したのであ 

る。

其の仕樣,寸法は第12,13,14圖の如くである。

8•運搬素材

運搬素材としては實行に依って,伐倒採材及び小路附近に城出,木直をな 

したるものを扱ひ,特に單木材頂,ー囘巡搬數策の制限は行はず,各採面に於 

て作業者の撰擇に依らしめた。各年度に於ける運搬材明細は時間觀測の項に示 

す通りである。

材積計算及び品等は,現在の規格に依ったものである。
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第14圖

V純正勞働時間と普通時間

作業の分類に當っては材の形狀及び位置の異動に要する動作及び之等に必 

要な準備の動作を純正勞働とし,其れに費した時間を約!正勞働時間ズした。殘 

岱の直接作業に當らない時間及び當然必要とされる時間並に損失時間を普通時 

間と定めた。

純正勞働時間には,空玉曳行,荷作,甜荷曳行,荷卸時間を含み普通時間には 

厩舍より器具置場迄の步行,器具の修理,整備,作業者の食事,闔の飼付,他の 

劳務者に起因する各種作業中の待合,不可避並に可避損失を含むものである。

不可避損失としては,他の馬夫との打合,一作業後の休息,排便,道の修 

理,曳行中の馬の休息を認め,他の塡失は總て可避損失としたのである。
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V！標準作業の決定

作業の現狀,調査を行ったならば,共の作業を出來るだけ標準化する專が 

時間硏究上有利であり,又指導の上からも必要である〇

共の標準作業の下で作業をさせ,之を細に分析して伽素とする。

働素は例へば,鈕を打つ作業の內には
■•・宙

① 鶴を身近に置く。

② 銀を右手に持つ。

③ 鎖を適當の位置に掛ける。

④ 鎖の打込む位(2を定める。

⑤ 鶴を右手に持つ。

⑥ 鎧の頭を打込む。

.@鶴を兩手で持つ。

, ⑧鎧を打込む。

• ⑨禍を匿く。

等の働素がある。 、

之等の働素を集めて,比較的判然とした然も纏ったもので,觀測し徊る最 

小軍位の作業としたものが要素作業である。故に前例の動作は之を「鈕を打つ」\ 

と言ふ要素作業に表し得るものである。

以上の如く分折した本硏究の要素作業は第io表の如きものであって,總て 

之を基礎として時間觀測を行った。

尙之等の耍素作業を集め,一つの纏った作業としたものが空玉曳行,荷採

し,木直,枚荷等である。

標準作業の決定に當っては,木直析荷,連結,荷卸等連結力の場合殆んど 

同一と考へられる。要素作業によって紐合せられてゐる關係上特に要素作楽を

勞(

Ba
粮

荷

B3 1 1 道具ナ外ス 刀、«〇、•3、ズFロ 4. ハ ・ 
連話踱 時

2 根棒ヲ外ス バチ、親玉等ヲ外ス

準 3 馬ヲ廻ス

技 備
〇 丽引ヲ外ス 間

働
5 玉ヲ入ル處ヲ掘ル

紙

6 玉塚ヲ役ク

1 7 材ヲ動力ス ヽ
1 8 頸ヲ打ッ 木口二録ヲ打込ム 一

時
9 抱饌ヲ打ツ 鎖ヲ掛ケ、胴掛及ビ控銀ヲ 

打ッ

10 尻止繼ヲ打ッ 強

11 バチヲ入ル處ヲ掘ル

12 パチヲ入レル

113
荷 1

荷
13 材ヲ動力ス

-ーー ー 泌
14 鎖ヲ掛ケル 鎖ヲカケ鑲ヲ打ツ戒ハ締金 

共デ締ル

作
15 鼻止銀ヲ打ッ

b4 運
B4 1 馬ヲ付ケル 述結ノタメ都合良イ位役迄 

引出ス L
2 鎭ヲ打ッ

’時

連 結 3 材ヲ曳出ス ゝ

準 4 録ヲ外ス

備
5 願ヲ外ス 間

結
6 荷ヲ移・動スル

連総 7 連結鑽ヲ打ツ 1



第10表 玉桶運材=於ケル要素作業

純

勞

働

時

間

作 業 顶 記號 要 素 作 業 分 折

純

作 業 種 記號 要 紊 作 業 分 折

A 
空 
玉 

曳 

行

A1! 
曳!

1
H行

但備

A.11 裝具ヲ檢ベル 玉、バチ、連詰鑲、曳木、

C

秘

荷

C1
•曳

行

曳行

準備

Ci1 喝ヲ付ケル

・2 胴引ヲ掛ル 胴引、木廻、斎、スコツブ 2 胴引ヲ掛ケル

3 梶粹ヲ絕ル 3 梶椅ヲ縛ル
仃

U行 4 空玉ヲ史行スル 土当カラ小道分岐點及ビ荷 
探後木元マデノ曳行 4 道具ヲ付ケル スコッフ•、斧、木廻、鳶等 

ヲ付ケル

B

荷

作

Bi 
荷

探

Bi i , スコツプヲタトス

正

勞1

働

時

110

曳

行

11L行 5 玉桶ヲ曳ク

2 木元迄ノ步行 C2
齒 止

C 〇 1 齒止録ヲ町ツ

3 除雪スル 2 歯止銀ヲ外ス

4 馬ノ位置ニ戾ル 荷直C3 C3 1 荷ヲ直ス 途中糊倒、荷崩、銀ノ弛ヲ 
直ス

Ba 
木

直

B2 1 除£5スル

D

荷

仰

檢尺。】 Di I 檢尺ヲスル 寸檢、品等、檢査、刻印ヲ 
打チ様ノ位從ヲ示ス

2 材ヲ動力ス
d3

荷

卸

Do 1 道貝ヲ外ス 木廻、焉ヲタトス

3 皮ヲ剝グ , 下面ノ皮ヲ剝グ 2 金結銀ヲ外ス 銀ヲ拔キ鎖ヲ外ス

4 節ヲ打ツ 滑面ヲ平ニスルタメ、節ヲ 
打ッ

3 鼻止鎭ヲ外ス 同

5 面ヲ取ル 木口面ヲ取ル 4 鎖ヲ外ス ・ 鑽或八締金具ヲ外ス

Ba

積

荷

哉 

荷 

傘 

備

B3 1 道具ナ外ス 木廻、需、連結玉•バチ、 
連結咒 5 ノヾチヲ外ス

2 梶帰ヲ外ス バチ、親玉等;ヲ外ス 6 胴掛钗ヲ外ス 胴掛及ビ控暖ヲ外ス

3 捣ヲ廻ス .7 鈕ヲ外ス 木口及ビ尻止鐸ヲ外ス

4 丽引ヲ外ス 8 材ヲ動力ス

穢

荷

5 玉ヲ入ル處ヲ掘ル 9 材ヲ曳ク 土場內二於テ夫々ノ極二材 
ヲオク

6 玉版ヲ任ク 10 バチ玉ヲ付ケル

7 材ヲ動力ス 11 道具ヲ付ケル 木廻、鳶ヲ付ケル

8 銀ヲ打ツ 木口=锲ヲ打込ム

普 

迎 

時 

iii]

E

步 行

£ 1 厩舍ヨリ道具置場迄馬ヲ曳 
ク

1

9 抱組ヲ打ツ 鎖ヲ掛ケ、胴掛及ビ控鍛ヲ 
打ッ

2 道具睥ヨリ厩舍迄馬ヲ曳 
ク

10 尻止錠ヲ打ッ 裝 備 F I
/

道其ノ修理又八部品ヲ交換 
スル

11 パチヲ入ル處ヲ掘ル

G
待 合

G * 1 空玉曳行中二待合セル

12 バチヲ入レル 2 荷作中二待合セル

13 材ヲ韌カス 3 積荷曳行中二待合セル

14 鎖ヲ掛ケル 鎖ヲカケ銀ヲ打ツ或ハ締金 
具デ締ル

4 荷卸申二待合セル

15 鼻止銀ヲ打ッ II

木可避

損 失

H 1 他ノ踞夫トノ扌J・合セヲスル

B4

連

結

連

結

準

備

B4 I 馬ヲ付ケル 連結ノタメ都合艮イ位置迄 
引出ス

2 一作業後ノ休,底ヲスル

2 鎖ヲ打ツ t 3 排便スル

3 材ヲ曳出ス 4 道ノ修理ヲスル

4 鎧ヲ外ス う 馬ガ休息、スル

5 踞ヲ外ス
I

可避扒失
I 1

6 荷ヲ移動スル 2

連 7 連結銀ヲ打ッ 晝 食」 J 1



準化する事が

し得る最:

Iを打つ」

總て

i荷探

阳んど

’乍業セ

45

力;行はれる事が多いので あ 

るが,此の距固の低溫は, 

痘削者,高血壓者.呼吸器 

疾患者,凍傷性者等に於て 

は,或る程度の影標を持つ 

ものと考へられる。尙斯く 

の如き氣溫に於ては,被服

亦風力,降雪等が直接 ぐ矚械工學便迎による)

とな'れば,能率の低下を示 

すものである。

ノ V I I | I J ! | T' [ 1 | »
-60 -40 -20 〇 十20 40 60 8〇

篆驗温•度C*

の厚薄に依って何れも過度 2-

—10。C附近の狀態で作業

殊に最盛期のー,二月中は fiHKS曲

分力］せず,各單位縫に於て同じ様に觀測し,共の集計を以て作業を表はしたの 

である。

VII關係因子の調査

玉根遅材に於て,路線,素材,作業者,馬匹,岡具等は殆ど決定的なもの 

と汚へた場合,作業の全般に亘って能率を左右する因子として揚げられるもの 

は,疝象條件と同一採面內に於て作業する,他の作業者と素材の取扱ひに關聯 

する造材,集材並に檢査,捲立作業である。

1.溫 度

氣象條件中,特に大なる關係を有するものとしては氣溫であって,之の影 

つは作業者並に馬匹の活動,雪質,器具材料の强弱等廣範幽なものである。

冬期作熒である關係上,作業地の氣溫としては常に〇。c內外であって,

低溫度に於ける銅の衝

4
 

2
 

〇 

8
 

6
 

4
 

シ
ャ
ル
ビ-

街

學

徳
(

米

巷4

聳
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作業に及ぼす事は大きく,之が爲,甚しい作業の困難を見受ける場合がある。 

又器具に使用する鋼材は,低溫废に於て衝雌値が著しく減少する爲,打撃に依 

って録の折損,鎖の切斷を見る事が多い。(第15圖參照)

2.積 雪

運材に於て精荷曳行に當り,最も關係の深いのは,搬路を構成するT (又 

は氷)の狀態である。

結踰としては,硬度が大きく馬匹の閥重と率引抵抗を充分支へ得るだけの 

抗壓强を持ち,同時に楹の自重と荷重に依って,厘縮變形を起さない程度のエ 

質を要求するのである。

然し乍ら實際に於ては,斯る條件の道を全部作る事は困難にして.多數の 

通行する大道は凍結して稍滿足を得る程度とするカヾ,柄として抵抗跟：大な出な 

時に於て,各木元の小道は簡單な道付をなしてあるので,往々大なる困難に遭 

遇する事がある。之が爲作業地に於て主として,•木元附近の小道に就き,けり 

狀態を調査する事が必耍であって,道付直後と一囘桶曳後及二囘極曳後の二:の 

硬度,比重,抗張,抗努力,橘の抵抗を理・硏式雪試驗機に依つて測定した結果 

は・第11表の如くである。 ’

第11表 雪質調査(昭和18年2月空沼)

玉 道新股 ヶ所(午前中道付七ル處)

調月 天 關時 秘域 關個 氣 雲度 比度 皆 抗力 抗剪 索引抵抗】 g/kg

査日 候 査間 m 宣所 溫
C。

溫 
c°

砸 
i/r 度 g/mm2 最大 最小 fits

月 日
2. 23 小雪

皿 
16.00 2.12

CTI1
0—10 -6.0 -6.0 0.192 0.34 一 2.26 0.198 0.055 0.5

16.10 同 10—20 -6.5 -6.0 0.233 0.33 1.26 2.22
16.20 同 20—30 -7.C -5.5 0.204 0.33 — 1.85

玉道 1 间引 ケ 所
月H

2.23小2? 9.55 2.27 0—10 -4.5 "•0 0.246 0.33 — 1.71 0.195 0.120 0.155
10.30 同 10—20 -5.5 -8.0 0.196 0.34 1.85 1.55

47

砚度測定 ：dtJiikg

M
10.45 2.27

cm
20—30 -5.0 -8.0 0233 0.30 - 2.06

11.C0 同 30—40 -4.5 -7.5 0.185 0.25 2.02

玉道 2 同引 ケ 所

2.23 小雪 14.10 2.09 0—10 -5.0 -6.5 0.256 0.30 — 2.38 0.187 0.022 0.090
14.37 同 10—20 -5.0 -6.0 0.303 0.29 3.36 2.52
14.52 向 20—30 -5.0 -6.0 0.227 0逐 1.93 2.41
15.22 同 30 -40 -6.0 -6.0 0.208 0.3! — 2.43

餓琨BB锥m 90°徑200mm
2j面上23 cmヨリ落下

穿孔部克徑rem
比迎度八屮ヲ以テ表ス ・

之の內橘の曳行に叵接關係する冬:の硬度は,新設箇所より曳行を重ねるに 

崔ひ,共の値を増加し,二囘通過後は著しい差異を,認めない。尙深さに於ては 

疚面より2〇梔迄の變化が大きく,共れ以下にあっては變化が少いのである。

橘の抵抗は,.槪略表面の硬度の増加に反比例して減少するものと認められ 

る〇 、 、;

以上の關係よりして道付夫の數と,技倆及び雪質にも依るが,新設に際し 

て充分な踏付と第一囘目の曳行に當っては,比較的輕址な積載を行ひ,順次荷 

’口を増加する方法である。

3.他の作業者

ー採面內に於て,少くとも各木元に,一頭の馬が作業する事は勿論である 

が之等勞務者が從來は比較的自由な意志に依って作業をする£往復の時刻が 

不同に成り,途中に於て交換の必要を生じ,不測の待合時間を費し,又積荷址 

の不同な舞と,馬匹のカ址の不調和に依って,一頭の事故が後續する者に無駄 

な時間を消費させるものである。之が爲各勞務者の作事,の步調を統一する必要 

がある。



4•關係作業

積荷に當り,素材の節打,剝皮等は柚夫の巧拙によって,作業者が手直杞 

行ひ又薮出,木直の不良は共に作業者が不必要の時間を費す环と成る。土場到 

着に際し檢査,捲立は一時に多數が集合した場合,待合ひ時間を多くするもの 

である。之等は何れも作業範圍の確立と人員の適當な配置を必要とするもので 

ある〇

ヽ｛. I
vn！時間n觀ー測

時間觀測の方法としては,各要素作業の時間値を一囘の運材に當って・：跄7 

法に依って測定をなし,之を記入したものである。

其に依って求めた結果は糸12,13,14表に示すものである。

正味時間の査定に當り,異常時間に對しては,條件の變化大なる爲,補正 

撰擇等の處｛2を講ぜず,測定時間を以て正味時間とした。尙算定法としては條 

件の異った場合が多い爲,中間數法,最大頻數法に依らず算術的平均法を用ひ 

たのである〇
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第】缀ノ1 玉楹運村に於ける時間觀測

R査昭却询2月2出！作業
甲

削査
定山溪事業區 匹削班220

場所年月日 者名

任h 所耍貌正作柴全作業に
廿IT/J 時間 1 削合 合

TO A 4'1

」
空
玉
曳
行

ー曳五』土備

曳 行

叶

4分

102
106

0.91
23.23
24.15

0.57
14.61
15.19

同

第 ゴーリギリ
エ ゾ

回材
ク

檢尺徑 

22.5：!
18.0

兵
12尺

〃

村飛
_ 6ぎ08

3如9

荷 探

荷 木 !fc —
的 2本 9 97

正 枇荷準備 9 2.05 1.29

稚 荷 168 38.27 24.07 13)
連結車備

公 作 迪 結 18 4.10 2.58 キハダ 皿材 14.0 12 2 35

叶 195 44.42 27.94
第

グ 〃 15.0 〃 2 70

働 荷 

祇 

巾

曳行準［備 6 ,1.37 0.86 リ 16.0 9 2 30

咋

曳_____ fr
樹 止

102
12

23.23
2.73

14.61
1.72

二

叶
—

3ホ 7 35

_____

器 120 27.33 17.19
囘

1
—

期 荷 檢____ &

荷 ¢11

__ 2_
16

0.46
3.64

0.50
2.29

第 —

卸
叶 18 4.10 • 2.58

合 計 439 100.00 ' 62.89 三

步 行
*

普 整 備 76 10.89 同

待 空玉曳行中

a 荷作中 13 1.86
第

積荷曳行中 97 1 13.90

へ 荷卸中 7 1.00
時 計 117 16.76 四

不 可避損！央

間 可 避!11央 回
VE 食 66 9.46

__

合

計

259
698

— 3乙 
100.00 合 計 5本 ：7 32



第!2表ノ 2 玉楹運材に於ける時間觀測

調査

年月日
昭和16年2月210

,作栗

(者名
乙

綢査

場所
定山溪歩栗區 區勤班220

勞働 の 秫類
1所デ純正作業1全作業に F翔耕鸞すい II 運 搬 棗 材

曳行準備 4 分’0.58 0.41 !囘 樹T'R 材種’檢尺徑 & 材我

曳 行 125 18.14 12.79
笫

ヱ ゾ m 28.5 寸 12 R 9耳75

叶 129 18.72 13.20 〃 〃 19.0 〃 4 33
純 荷 探 27.0 ク 8 75

荷 木 直 一

正 積荷準備 t 5 0.73 0.51 醇 3木 22 83

截 荷 148 21.48 15.15 同

勞
浊結率備 10 1.45 1.02

作 連 結 140 20.32 14.33 エ ゾ 回材 24.0 12 • 6 91

/ 計 303 43.98 31.01
用

〃 ク 19.5 〃 4 %
働 a 

荷 

曳 

行

曳行準備 7 1.02 0.72 〃 22.5 〃 6 03

曳 行 217 31.49 22.22 二 卜 ド 〃 14.5 2 52

時
禽 止 11 1.60 1.13

荷 直 [SJ 計 4本 20 07

計 235 34.11 24.05
II!] 荷 檢 尺 8 1.16 0.82

第
荷 卸 14 2.03 1.43

卸 計 22 '3.19 2.25

合 計 689 100.00 70.52 三

步 行

・整 整 備 同

待
空玉曳行中

荷 作申 40 4.09
策

1
迪

積荷曳行中 170 17.40

合
荷 卸中 16 1.64

時 計 226 23.13 四 1

不 可避技失

間 可 避 担失 回
喪 食 62 6.35
合 計 288 29.48

合 計 7本 42 '90
總 計 977 100.00
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第12表ノ 3 玉橘運村に於ける唾間卸測

件 

年月日
昭和16年2月21 H 作業

老名
乙

悶

場

充

所
定山溪事業區 低削班220

働 の袖類
防砂r純正作來 
啓斜こ野する 
’加割合

金作粟に 
井する削 
合 1 運 搬 、 素 村

如
三 曳行率備 3分 0.66 0.30 JSL 

笫

樹 種 村種 檢尺徑 長 村 積
玉
114 曳 行 104 22.71 10.46 ェ ゾ 皿材 21.0寸 12尺 5 石:29
行 叶 107 23.36 10.76 〃 19.0 〃 4 33

純 荷 探

荷 本 直 一 叶 2本 9 62

正 積荷堆備 7 1.53 0.76

紙 荷 107 23.36 10.76 同
連結準備 6 1.33 0.60

作 連 結 65 14.19 6.53
第

ェ ゾ 回材 20.5 12 5 04

叶 185 40.39 18.61
佛 積

荷 

曳 

行

曳行讹備 8 17.5 0.80 計 1本 5
曳 行 135 29.48 13.58 二

時 歯 止 5 1.09 0.50

荷 ifi： 囘
叶 ・ 148 32.31 14.89

1!：1 荷 檢 尺 11 2.40 1.11
笫

荷 仰 7 1.53 0.70
卸 計 18 3.93 1.82 -

合 計 458 103.00 46.08 三

步 行

善 st 備 同

待
空玉曳行中

窺
荷作中

第
積荷虫行中 329 33.10

合 荷卸中

峙 計 329 33.10 四

不可避扌II失 17 1.71

問
WT 通抵失 10 1.01 同

食 180 18.11

合 叶 536 53.93
合 計 3本 66

總 叶 994 100.00



第12表ノ 4 玉植連村に於ける待間制I測

岡査 

年月日
昭和16年2月220

作業

者名
甲

朗

場

査

所
定山溪事業低 网班220

勞 働 の寝類 所耍
時間

純正作業 
に對する 
割合

全作架に 
彩する割 
合

巡 搬 玄 村

空 曳行率備 2分 0.79 0.60 囘 梅 材秫 檢尺徑 長 忡村」
10. 行 51 20.08 15.18

第
卜 ド DU村 15.〇・ 12 A 2石:7〇

【汁 53 20.87 15.77 〃 〃 13.5 2 ：19 I

純 荷 探 L|

荷 木 证 一 叶 2用 ■ 4 89 I

正 ®t荷準備 3 1.18 0.89 q
穢 荷 78 30.71 -23.21 间

!1
連結準備

勢 作 述 結 11 4.33 3.27
第

ハギリリ 皿材 14.0 12 2 35 |

此 92 36.22 27.38 〃 18.0 〃 3 8LJ
働 <

荷 

曳 

行

曳行也備 4 1.57 1.19

曳 行 81 31.89 24.11 二 叶 2本 6 24

物 止 7 2.76 20.8 :

荷 れ 同
:

計 92 36.22 27.38 i
in] 荷 檢 尺 5 ' 1.97 1.49

三
一 i

荷 卸 12 4.72 3.57 i

仰 叶 17 6.69 5.06 j

合 的 254 100.00 75.60 同 :

步 行

____
i

誓
整 備 第

1 ;

待
空玉曳行中

荷作中 5 1.49
第

!

通 積荷曳行中 37 11.01

合
荷卸中 2 0.60

時 肝 44 13.10 四

不 可避損失

間
可 避韻,失 同
後 食 38 11.31 1
合 叶 82 24.40

合 計
~T~

4本 11 13
__

總 叶 336 100.00
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第12表ノ 5 玉植運村に於ける時冏®!測

H ® 1 
年月日!

昭和16年2月221.1 作架

者名
乙

㈱査

堤所
定山溪爭業區 儷劃班 220

勢 伍・!
の種•・類!； nゆ純正作柴全作業に 

2盗に對する,覺する割 
」加,割合1合 ;

531 嵌 素 材

空| 曳行电備 6分 0:84 0.65 囘 樹 秫 材祯 险尺徑 長 村 裁
玉i 
也 虫 行 123 20.64 13.31

•第
エ ゾ 皿材 21.0 寸 12尺 5«：29

壯 129 21.64 13.96 〃 18.6 〃 3 *59
純 荷 探 〃 20.0 〃 4 h50

荷 木 TfC 一 i

正 紙荷哋 8 1.34 0.87 叶 3本 13 ?8

a 荷 109 18.29 11.80 间 I

迎粘捎備 11 1.85 1.19 \
9i 作 述 結 133 22.32 14.39

第
エ ゾ m 16.0 12 3 '07

的 261 43.79 28.25 キ ハダ 〃 14.5 〃 2 '-52
佛 仙

曳行酒備 8 1.34 0.87 〃 〃 15.5 〃 2 88

曳 行 158 26.51 17.10 二 エ ゾ 17.0 〃 3 47
何

曳

行

« 止 15 2.51 1.62 〃 〃 20.0 グ 4 80
！旳

荷 k 同
叶 181 30.37 19.59 計 5 16 74

舟 荷 檢 尺 10 1.68 1.08
第

荷 卸 15 2.51 1.62
卸 的 25 4.19 2.71

合 < 計 596 100.00 64.50 三 ■

步 行

普 整 備 囘

待 空玉曳行中
ヽ

荷作中 65 7.03
逝

積荷曳行中 27 2.92
笫

合 荷卸中 9 0.97
1が 計 101 10.93 四

不 可避損失 36 3.90

問
BJ 遍扌貝失 103 11.15

间
食 88 9.52 ■

合 計 328 55.50
計 8本

を1 叶 924 100.00
JU；*

一 1
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第1缀ノ 6 玉扱運村・に於ける時間觀涮

岡査 

年月日
昭和11年2月2211

作業

者名
丙

期査 

珥所
定山浚事業盛 冊.創班 220

勞働の秫類版蒲に對する!對する割

1 ［割合 1合
巡 按,素 材

純 

正 

勞 

働

時 

間

空
玉
曳
行

曳行準備 3分 0.64 0.45

第

同

樹種

エ ゾ

袂

ゆ材

〃

檢尺徑

17.0」 12 R
材縫

3石47曳 行 81 17.20 12.24
叶・ 84 17.83 12.69 り 20.5 〃 5 〇｝

1!
荷

作

荷 探 ク 〃 18.5 〃 4

木 证 〃 リ 19.0 〃 4 33

秘荷準備 6 1.27 0.91

St 荷 89 18.90 '13.44 叶 4本 16 95

連結車備 8 1.70 1.21

連 結 103 21.87 15.56
第

同

キハダ 皿材 15.0 12 2
2

70

計 206 36.08 31.12 〃 13.0 グ 03

秘

荷

曳

行

曳行染備 5 1.06 0.76 〃 〃 15.0 2 70

1L
曳 行 156 33.12 23.56

歯 止 4 0.85 0.60 計 3* 7

荷 ・直

/計 165 35.03 24.92

荷

卸

檢 尺 7 1.49 1.06
第

同

荷 卸 9 1.91 1.36

叶 16 3.40 2.42

合 計 471 100.00 71.15

普

5ffi

時

間

歩 行

嚥 備

待

合

空玉曳行中

荷作中
第

四

囘

黄荷典倒し 

荷卸中

54 8.16 —

計 54 8J6
-

不可避扌n失 5 0.76
可避扒失 36 5.44

霆 食 96 14.50
合 nt 191 28.87

合 計 7木 24 38
總 醇 662 100.00

第13表ノ1 玉楹迎村に於ける時間卸测

,査

年月日
H脚17年2月24H

作樂

者名
甲| 岡在■ „ 定山渓事業區 监創班97イ

場所

.|饬部”純正作・栗1全作業に
運 搬 素 材勞酬の柯:WIぺ|叫へ日すQ 

削合
至ろ剖 
合

如 曳行準備 3分！ 0.71 0.50 同 樹種 材秫檢尺徑 長 村積

曳 行 71 16.86 11.83 エ ゾ m 12.0 寸 12尺 1石:73

叶 74 17.58 12.33
第

〃 〃 16.5 12 4 U4
M 荷 探 9 2.14 1.50 〃 22.0 19 7 ：36

荷 木 !fl： 99 23.52 16.50 一

正 «t荷準1備 6 1.45 1.00 叶 3本 •13多

秘 荷 76 18.05 12.67 同
:
:

連結傘備 4 0.95 0.67 : 1
勞 作 述 結 26 6.18 4.33

第
エ ゾ m 16.5 12 3 ：27

:it 220 52.26 36.67 〃 〃 14.0 12 2 ；35
働 曳行傘備 3 0.71 0.50 ナ ラ 〃 29.0 8 6 '13

杞 

荷 

曳 

行

•1L 行 85 20.19 14.17 二 I

唾 誘 止 6 1.45 1.00 ヽ 叶 3 12 ；35

荷 rfc 同
:*

叶 94 22.33 15.67
1可 荷 檢 尺 6 1.45 1.03

第
エ ゾ 皿材 23.0 12 6 ：35

荷 卸 27 6.41 4.50 ク 21.5 〃 5号5
節 叶 33 7.84 5.50 グ 〃 18.0 〃 3 ：89

合 lit 421 ^103.00 70.17 三 :

歩 行 4 0.67 計 3 15 ：79

普 整 備 2 0.33 囘

待
空玉曳行中 21 3.50

:

通
荷作中 8 1.33

第
積荷曳行中 126 21.00

合
荷卸中 3 0.50

: :

nJ 計 158 26.33 四 1

不 可避れ1失 4 0.67 :

HU 可 避扌II失 11 1.83 同
技 食

:

合 計 179 29.83
合 叶 9本 41：；37

絶 計 600 100.00
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第13表ノ 2 玉橘巡材に於ける時間卸測

綢査

年月日

作業
昭和17年2月24日,,,i乙 

者名

啊 布
■„ … 定山渓事業區 區・!!!班9?イ
場所1

扁 职純正作業全作業に 
努働の秫類切1金に到する對する剳 運 拋 素 材

附叫,割合 合

曳行準備 3分 1.14 .0.68 同 樹秫 !村祂［檢尺徑 長

曳 行 46 17.42 10.43
第

エ ソ
1
皿材 19.5寸 12R 4石近,

計・ 49 18.58 11.11 〃 〃 130 2 03一
純 荷 探 9 3.41 2.04 〃 ク 8.5 ・〃 • 87_

荷 木 此 94 35.61 21.32 一

正 fit荷泗備 4 1.52 0.91 叶 3木 7虹
秘・ 荷 26 9.89 5.90 同

勞
連結率備 6 2.27 1.36 1

作 連 結 17 6.44 3.85
第

エ ゾ m 21.5 19

計 156 59.13 35.37 〃 14.0 〃 2用ー

働
截 

荷 

曳 

行

曳行単備 3 1.14 0.68 :

曳 行 43 16.29 9.75 - 計 2ホ 10 01

時 齒 止 1 0.39 0.23

荷 直 囘
計 47 17.80 10.66 : イ

間 荷 檢 尺 3 1.14 0.68
第:

/

荷 卸 9 3.41 2.04
卸 計 12 4.55 2.72 ,

合 計 264 100.00 59.86 三

歩
if

11 2.49 •

弊 備 22 4.99 冋
•

待
空玉曳行中 43 9.75
荷作中

泡 積荷曳行中 47 10.66
筋

合
荷卸中

時 肝 90 20.41 四

不 可避«1失 22 4.99 コ

間
可 避扒失 32 7.26 同

-

控 食

合 計 177 42.40
合 計’ 5本

總 計 441 100.00
I ( •}/
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第13表ノ 3 玉植運村に於ける時間取測

・査

年月日
昭和17年2月24日

作業

者名
丙

調査

場所
定山跡］遂低 區副班•97イ

勞働 の種類 所耍
時 1!!］

貌正作業 
に對する 
割合

全作生に
對する割 
合

運 搬 素 材

曳行準備 3分 0.65 0.58 同 樹祯 材種 檢尺徑 長 材 積

曳 行 89 19.18 17.05
第

エゾ 15.5 寸 12尺 2 石：88

叶 92 19.83 17.66 〃 〃 18.5 〃 4 11

荷 探 35 7.54 6.74 ' 〃 〃 22.0 ,19 7 36
荷 木 直 27 5.82 5.18 一

正 積荷準備 5 1.08 0.96 叶 3本 14 35

積 荷 87 18.75 16.70 间
,•

連結準備
勞 作 連 結 42 9.05 8.06

第
エ ゾ 圖材

〃

14.5 19 3 20

叶 196 42.24 37.62 ト ド 14.5 〃 3 20
置！

秫
曳行・I備 6 1.29 1.15 〃 10.0 12 1 20
曳 行 131 28.23 25.14 二 エ ゾ 8.5 87

何

曳

行

歯 止 6 1.29 1.15 〃 15.0 〃 2 70

荷 直 同

壯 143 ' 30.82 :27.45 5本 11 17
問 荷 檢 尺

卸

7
26

1.52
5.60

1.34
4.99

第 エ ゾ

〃

圓材

〃

12.5
13.0

12
〃

1 
2

88
03

¢11 計 33 7.11 6.33 卜 r 〃 14.0 〃 2 35

合 叶 464 100.00 89.05
-— 一

エ ゾ 〃 14.0 >/ 2 35

疹 行 15 2.88 〃 9.5 1 08

恂 蝉 備 10 1.92 间

待 空玉更行巾 計 9 69

荷作中
第通 積荷曳行中

合 荷卸中

nJ 叶 四

不 可避扒失 32 6.14

問
可 避!il失 同

食

合 計 57 10.94
合 計 13本 35 21

計 521 100.00
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第13表ノ 4 玉植巡材に於ける時間歌測

調査 
年月日"

昭和17年2 JJ25 H
作業

海名
甲

岡

場

査

所
定山渓が業區 盛劇班97イ

分働 の 種類
\m/純正作:、粟 
黒盗に對する 

1時叫割合
峑作架に 
對する如 
合

11 迎 按 素 材

曳行酒備 4夕 1.53 0.97 !樹 1材孤 ’檢尺谷f長 材世^

曳 行 46 17.56 11.19 卜 .[11I材 13.5- t| 12 尺’

計 50 19.08 12117 リ 〃 13.5 2
純 街ー ・ 探 • 〃 | 16.5 〃 3 527_

荷 木 直 78 29.77 18.98 - 〃 〃 16.5 〃 3 27ーー

正 穢荷準備 4 1.53 0.97 〃 ! 〃 12.5 〃 1 88 一

秘 荷 34 12.98 8.27 囘
連結準備 .5 1.91 1.22 叶 5尊 12 80

劳 作 述 結 16 6.11 3.90 ェ ゾ 回材 13.0 19 2 57_

針 137 52.29 33.33
第

〃 ! 〃 13.5 〃 2 77 ,

働 穢
更行準備 3 1.15 0.73 〃・ 〃 12.5 〃 2 38 二
虫 行 47 17.94 11.44 —

リ 16.5 〃 4 14 一

曳 

行

歯 止 卜 r 〃 10.5 12 1 32 _

荷 直 同
計 50 19.03 12.17 計 5本 13 1S

間 荷 檢 尺 8 3.05 1.95
第

荷 卸 17 6.49 4.14 ； ! J J

卸 計 25 9.54 6.08 •1

合 計 262 100.00 63.75 三 • 1

步 行 4 0.97

醬 整 備 9 2.19 间

待
空玉曳行中 47 11.44

荷 作中
第

1
対 覆荷曳行中 57 13.89 -

合
荷 卸中 2 0.49 '■

時 計 106 25.79 四1 1

不 可避担失 6 . 1.46 1 1 i

間
可 避 m失 24 5.84 叫

書 食 1
合 計 149 36.25

合 計 10本 25 ,98 I
總 計 411 1 100.00
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第13表ノ 5 玉機運村に於ける唾間觌測

g究!

雄月H
昭和17某2月25日

作・染

・名 
1

乙
調査

坊所
定山溪事粟匹 底劇驻 97イ

勢 的 の種類
斤、招純正作業全作業に 
1御に對す§對する割 
年叫割合唇 1

運 搬 素 村

曳行堆備 4 J7 yr 0.81 0.55 同 樹 稲 材称t僉尺徑 長! 材 秘

曳 行 96 19.55 13.30 竹 匸 ゾ 回材 14.沱 19尺 3砲0

壯 100 20.37 13.85
第

〃 〃 18.0 19 4 ：52
ヽ

荷 探 68 13.85 9.42
荷 木 ift 118 24.03 16.34 — :

K1 積荷堆備 5 1.02 0.69 計 2ホ 8 : 2

積 荷 20 4.07 2.77 同
1

連結W備 1 1.43 0.97 :

作 述 結 30 6.11 4.16 エ ゾ ゆ材 12.0 19 2 [ 9

計 248 50.51 34.35 〃 〃 12.5 19 2 : 38

哉

荷 

曳 

行

曳行準備 4 0.81 0.55 〃 〃 12.0 12 1 i 73

曳 行 117 23.83 16.22 二 :

歯 止 4 0.81 0.55 特f 3本 6 i 30

荷 ifC 同
ヽ I

叶 125 25.46 17.33
门 荷 檢 尺 5 1.02 ・ 0.69

第
ェ ゾ 皿材 15.0 19 3 42

荷 卸 13 2.65 1.80 〃 〃 20.0 12 4 ?80
卸 計 18 3.67 2.49 一

合 計 491 100.00 68.01 三 計 2本 8 22

少 行 14 1.94

酱 微 備 16 2.22 同

*
空玉曳行中 47 6.51

荷 作 中
第

1 1 ■ 1
載荷曳行中 84 11.63

1 1
合

荷 卸 中 30 4.16 1 1 1 1 1
時 計 161 22.30 四 1 1

: 可 国扒失 26 5.12 11
可 遍 抵 央 14 1.94 冋 1

hU
VF 食 ! 1

1 •合 計 231 31.99
合 叶 7本

1
1

卷卜 計 722 100.00 1
1

:〇4
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____ ____ 第13表ノ 6 玉橘觌材に於ける峙用微測

関査

年月日
昭和17年2月25日作業

!看名
丙

牌斉 “ •
m rr 定山溪事榮监 區削呢97イ
場所

勞働の種類 版謎爵翠翳 

1f ［叫割合1合
［運 搬 釆 村

ー史行理備

史 行

3 0.81 0.77 ！囘 樹種1材種 檢尺徑長 ーへ一氏
2时>65 17.52 16.75 — ト ド 111i 材 12.0- 19 R

純
― 叶 68 18.33 17.55

第
〃 〃 11.0 12 1 .45

昌 探 18 4.85 4.64 〃 〃 8.0 〃 77

荷 木 直 16 4.32 4.12 一 〃 〃 10.5 1 32

正 'St荷重備 5 1.35 1.29 エ ソ 〃 14.0 19 2毎ー

秘 荷 104 28.03 26.80 冋

勢
運結壅備 3 0.81 0.77 肝 ■ 5本 8 71

作 理 結 54 14.56 13.92
第・

エ ゾ m 13.0 12 2ハ

叶 200 53.91 51.55 〃
ー ー
〃 13.5 〃 2 19

働
紙 

荷 

曳

行

曳行準備 2 0.54 0.52 〃 〃 13.5 〃 2 2

曳 行 78 21.02 20.10 二 〃 ク 15.0 〃 2 70

咤 做 止 4 1.08 1.03 〃 〃 12.5 1 8S

荷 直 间
〃 〃 11.0 〃 X ！铲

計 84 22.64 21.65 叶 6本 12
間 荷 檢 尺 5 1.35 1.29

第
荷 卸 14 3.77 3.61

卸 的 19 5.12 4.90 *

合 計 371 100.00 95.62 三

步 行 6 1.55 1

普 備 11 2.84 同 1 1

待
空玉曳行中

荷作中 1 1 1 1

sa 積荷曳行中
第 1

合
荷卸中

1
1 1

畴 計 四 1
不可避担失 1 1

1

可 遍扒失 同 1
問

理 食
i

合 的 17 4.38
合 ・叶 11ホ 21：15

a 叶・ 388 1 100.00

6i

第13表ノ 7 玉篇巡村に於ける略問觌測

謂査

年月日
昭和17年2 JJ 26 H

作業

者名
甲

调査
丄“ rr 定山浅叩浓监 ［・〇！班97イ
場所

勞働の種類
防叩魏正作.業全作業に 
.2洛に毀ずる由する削 運 搬 素 材卩矛 HU へ• Vi'J l：l i ロ

>1l行備 3分 0.84 0.53 同 樹種 村神 檢尺徑 長 村積

yc. 
行

里 行 49 13.69 8.64
第

ナ ラ N村 19.5 寸 12尺 4石舌6

【汁 52 14.53 9.17 〃 18.5 13 4財5
糧 荷 探 15 4.19 2.65 ト ド 〃 .13.5 19 2 =77

荷 木 直 47 13.13 8.29 J

正 楸荷酒備 4 1.12 0.71 叶 3木 11 切8

積 荷 45 12.57 7.94
同

連結率備
勢 作 連 結 9 2.51 1.59

第
ナ ラ 回材 24.0 10 5 76

叶 120 33.52 21.16 〃 18.5 12 4 ：11
働 背 曳行準備 4 1.12 0.71 エ ゾ 〃 12.5 12 1 88

曳 行 41 11.45 7.23 —* •

時 歯 止 4 ヽ1.12 0.71 計 3；* 11 75

仰 荷 直 同
叶 169 ～ 47.23 29.81

间 檢 尺 4 1.12 0.71
第

■

荷 仰 13 3.63 •
叶 17 4.75 3.00

合 計 353 100.00 63.14 三

步 行 4 0.71

if. 整 備 26 4.59
间

待
空玉曳行中 34 6.00 ヽ

荷作中
第ill

積荷曳行中 HO 1.94

合 荷卸中 10 1.76

時 叶 154 27.16 四

不 可遍«1失 5 0.88

I-J
可 過扒失 20 3.53 同

• 1

控 食

合 計 209 36.86
合 計 6本

爲 計 567 106.00
23
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第13表ノ 8 玉橇運材に於ける時間觀測

綢査 

年月日
昭?U17年2月26日

作業

者名・
乙 №!査

場所
定山淺事業區 儷削域 97イ

勞 №1 の 種類 所耍 
時間

純正作業’全作業に 
に對する卯する割 
割合 1合

運 撤 素 材

曳行準備 I分 0.42 0.29 囘 樹 村秫 檢尺徑 & 1 狩微
或 行 46 19.49 13.18

第
ハリギリ 回材 19.0 ナ 13尺 4石69

肝 47 19.92 13.47 ェ ゾ 〃 18.0 19 4 92
純 荷 探 32 13.56 9.17

荷 木 直 71 30.03 20.34 — 叶 2 9 61

正 栽荷準備 1 0.42 0.29

積 荷 12 5.03 3.44
同

池結準備
勞 作 5E 結 7 2.97 2.01

第
的 123 52.12 35.24

働 特
希

a行準備 1 0.42 0.29
曳 行 52 22.03 14.93 二

時 曳 

行

止 3 1.27 0.86

荷 就 囘
計 56 23.73 16.05 \

間 荷 檢 尺 3 1.27 0.86
第

•

荷 卸 7 2.97 2.01
卸 計 10 4.24 2.87 ノ

合 計 236 100.00 67.62 三

歩 行 5 1.43

魅 整 備 14 4.01 同

待
空玉曳行中

荷 作中
第

I
迎

秘荷曳行中 34 9.74
• f

合 荷 卸中
« 一
i

時 計 34 9.74 四 • r

不 可避扒失 46 13.18 ヽ i

間
可 避 m央 14 4.01 同

1

晝

合 計 113 32.38
合 計 2本 翟

總 計 349 100.00
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第13表ノ 9 玉极迎村に於ける時間阪測

韻査
年月日1昭和"年2月26H

作淡 H定岫或岫掘97イ

者名!
•丙

の稀虹
听如沌正作業 全作業に

留IXJ J T»l! 火H ' 存 !IIJ 削合 合

空"曳行準備 • 5分’ 1.33 1.26 同 樹種I 材e檢尺徑 長 村積
玉!

曳 行 66 17.55 16.58
第

エ ゾ 圓材 12.5 寸 12尺 1^-83

叶 71 18.88 17.83 ト ド り 11.0 〃 1扣5
鏡 荷 探 34 9.04 8.57 シ ナ 〃 12.5 10 1呂6

荷 木 TfC 65 17.29 16.33 一 ナ ラ 〃 21.0 〃 4知

正 積荷単備 8 2.13 2.01

穢 荷 102 27.13 34.23 同 計 / 4本 9 ;30

連結準備 2 0.53 0.50
勢 作 連 結 14 3.72 3.52

第
ハリギリ m 18.0 6 1：94

叶 225 59.84 56.53 〃 〃 1.70 12 3 ：47

働
弑

曳行染備 3 0.80 0.75 〃 〃 15.0 2 7〇

曳 行 50 13.30 12.56 二 エ ゾ 〃 8.5 如7
1讨 

曳 

行

協 止 7 1.86 1.75 ク 〃 10.0 1 20

荷 直 间
!

肝 60 15.96 15.08 計 . I 5本 10 118
HU 荷 檢 尺 5 [•26 I

荷 卸 15 1.33 3.77
第 1 ・■ :

卸 計 20 5.32 5.04 i

合 計 376 100.00 94.47 三 • :

步 行 9 2.26 1 I !

普 整 備 13 3.27 同 1 1 1

待
空玉曳行中 i

荷作中
第

1
1 1 i

逝 積斜曳行中 1 i

合
荷卸中

1
• :

時 計 四 1 1 i :

不 可遮扌H失
1 0

1
1 1 i :

!ゝ

1：：］
符 避扌II失 同

1 1 i
1 •

駐 食 1 1 j

今 叶 22 5.53
合 計 9本

蔻 計 398 100.00 :
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第14表ノ1 玉橘運材に於ける時間觌測

調 布, 作 做 叩］祚
・月日,昭和18年526日者名 甲「場"所 定山渤條［ffi 氣!班203

労働 の 稀類 所3 
旳a

1純正作業全作業に 
：に對する對する即 
4割合1合

IIII 迎 按 素 材

曳行曄備 6夕 1.74 〔1.13 囘 樹種 物尺径
i 
長 JL.A-

/ 曳 行 52 1 15.07 9.72
第

エ ソ 圆材 13.0 寸 12 R 2石:03一

的 58 !16.81 1 10.90 〃 〃 10.0 12 地

純 荷 探 8 2.32 1.50 〃 グ 7.5 ケ £3
荷 木 迎 64 18.55 12.01 一 〃 〃 17.5 グ 3色

正 積荷準備 11 3.19 2.06

積 荷 86 24.93 16.14 同

労
連結準備 8 2.32 1.50 叶 4ホ 7次一

作 連 結 17 4.93 3.19
第

ェ Z UU村 17.5 12 3 68

肝 194 56.23 36.40 〃 14.0 〃 2 35 一

働 秘 

荷 

曳 

行

曳行壅備 15 4.35 2.81 〃 16.0 〃 3 07

曳 . 行 .42 12.17 7.88 二

時
偶 止 4 1.16 0.75

荷, 直 囘 3本 9 10 一

叶 61 17.63 11.44
間 荷 檢 尺 5 1.45 0.94 エ ゾ 回材 13.0 12 2れ3

荷 卸 27 7.83 5.07
第

〃 〃 15.0 〃 2 '70
卸 叶 32 9.30 6.00 〃 15.0 〃 2 bo
合 叶 345 100.00 64.73 三 〃 〃 1乙5 〃・ 3 6S

步 行 16 3.00

普 號 備 8 1.50 间
11 'll

待 空玉曳行中 26 4.89 計 厂( 4本

過
荷 作中

第 1
帮荷曳行中 7 1.31

合 荷師中 8 1.50 1

時 計 7.69 四 1 1

不 可退 «1失 13 2.44

問 可 遍 m失 3 0.56 回 1
畫 食 107 20.08 1
合 浙 188 35.27

合 計 1I本 27 SO
總 計 533 100.00
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第14表ノ 2 玉植運村・に於ける時間fil!測

明3£
年月日

昭和18年1月26日
作業

洒名
乙 關奁

, 定山渓爭業瓯 ・削斑 203
場所

勞働の祂類

"7Y- 人 Zt-NS t -'
迎 搬 素 材軒する’削, 

合 I
vr 紫
止 i*n に對する
,r ”"割合

曳行酒備 2分 0.60 0.48 I 囘 樹種 材碰 檢尺徑 長！ 材 就

曳 行 77 22.92 18.33
第,

エ ゾ 0村 18.0』 15.0R 4石86
仃 叶 79 23.51 .18.81 〃 グ 13.5 12.0 2 : 19

荷 探 18 5.36 4.29
荷 木 !fL 52 15.48 12.38 一 叶 2本 7 05

正 積荷壅備 14 4.17 3.33
\

積 荷 70 20.83 16.67 同
連結準備

1

弗 作 連 結 7 2.03 1.67 エ ゾ 皿材 14.0 25.0 3 ；92

in- 161 47.92 38.33
第

ト ド 13.5 25.0 3 ：79

科t

曳

行

曳行車備 12 3.57 2.86
曳 行 64 19.05 15.24 二 肝 2本 7 571
tt it-. 3 0.89 0.71

荷 !fL 囘
叶 79 23.51 18.81

問 荷 一塊 尺 4 1.19 0.95
第

エ ゾ E!材 23.0 120 6 35
荷 fin 13 3.87 3.10 〃 12.0 120 1 >3

¢11 計 17 5.05 4.05

合 叶 336 100.00 80 00 =
計

. 2本 8 08

步 行 9 2.14

卷 妹 備 20 4.76 I5J

待 空玉曳行中 12 2.85

荷作中
第
.>

5H
微荷曳行中 16 3.81

会 荷卸中 6 1.45 1

〇? 計 34 8.10 四 I ■

不 可避扒 、失 2 0.48 匚 i : |

•>1 避損失 6 1.45 冋
1 11 ■

hJ
畫 食 13 3.10 i ' 1

森 ;汁 84 20.00
合 肝 22 84

計 420 100.00 ° S
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第14表ノ 3 玉橇迎持に於ける時間故測

曳行準備

曳 行

叶

合 計 10 本 38 2<>

第

四

rarj-r 一if"

Lエゾ丨回材 19.5 12_____ 4 '56
〃 I V 12.5 〃丨 1_^8

〃 〃 ,18.5 〃

同 ------------------------- L-
計  3 本’| 8 ；95

運・搬 素 材

材種:檢尺徑!

第 ：2 ：92
3 ：6S

9
12

14.0?
18.0
17.5

Jし供 
2為5

史
12尺

勞働の秫類

步 行

蜂 懸 備

待 空玉曳行中

通
荷作、中

積荷曳行中

合 荷卸中

時 計

不 可難扒失

III]
可 避牡1失

志 食

合 計

働!

間

秘 | 曳行単備 

荷虺——色 

曳ーー匕 

行’荷 ・
',汁

荷檢 尺

荷 卸
卸…一計

含 ・；!-

純 !_____樊

荷;木 克
正 |•荷傘備

|就. 荷

,連結準備

勞作iCZi：
研

岡査

年月日

诂"兄正作黑全作二 
龐孫’に對する芦する割 
I财同割べ I合 _

3 分 0.64 -1 0.51
63 14.41 I 11.45

71 15.04 11.95
10___ 2.12 _1.68
72___ 15.25 12.12
27_____ 5.72 6.23

126 26.69 21.21
9 1.91 1.52

27 5.72 6.23
271 57.42 45.62

6
80

5

91
6

33
39

472
15

1.01
13.47
0.84

15.32
1.01
5.56
6.57

79.46
2.53

594

定山渓導業瓯 區創班203昭和18年1月2711 作業

者名
甲

綢3¢ 
場所

空
玉
曳
行

二 V v 11.5 〃
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第14表ノ 4 玉植運村に於ける時閥觀測

J!査
年月日

3和18年1月2711 作柴

・名
乙

* 1

期査

場所
定山溪事業BE E 203

分 働 の祂類Jn刊純正作業金作業に 
盗に對する酣する割

等叫割合合 1 運 搬 素 材

曳行車備 分 IL 同 樹 種丨 材稀,檢尺徑 艮 材 積
未’

I J
曳 行 49 | 18.63 14.33 |

第
匚 ゾ; 1印材1 16.5 寸 25.0 寸 5心3

叶 49 18.63 14.33 〃 リ 13.5 25.0 3 ；(55
純 荷 探・ .13 4.94 3.88 i

荷 木 !fC 37 14.07 10.82 一 • 1

正 秋荷準備 22 1 8.37 6.43 1
計・ 2本 9 ： 33

粮 荷 59 I 22.43 17.25 囘 !

連結型備
1

勞 作 迥 結 9 3.42 2.63
第

エ ゾ 圓材 14.0 12.0 2 35

IH- 140 53.23 40.94 、ト ド "1 16.0 12.0 2 07

負 積 

荷 

曳 

行

曳行準備 17 6.46 4.97 〃 〃・ 13.5 31.0 4 53
曳 行 40 15.21 11.70 1
歯 止 3 L14 0.88 ■

荷 直 2 0.76 0.58 间 計 3次 8 95

的 60 22.81 17.54
問 荷 檢 尺 4 1.52 1.17

第
荷 仰 8 3.04 2.34 t

卸 計 12 4.56 3.51

合 計 263 100.00 76.90 三 •

歩 行 7 1 2.05

嘗 蝶 備 11 3.22 回
1

待
空玉曳行中 37 10.82 !

荷作中
第號

紙荷曳行 18 5.26

合 荷卸中 1
旺 計 55 16.03 四 1 1. 一・ .f 、・

不 可遍扌丸失 1 0.29 1 1

間
可遊れ1失 5 1.49 囘

1

我 食 1 1
i

:
合 計 79 23.10

合 計 5本 18
總 計 342 100.00

uつ
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第14表ノ 5 玉械建村に於ける時間觌測

倒査; 作業 岡査
2enn昭和18年1J] 28U云, 甲 [„ r； i定山渓事業盛 區勤班203
年月日 [者名 努所

勞働 の 稲類 所要 
u> |I!J

純正作業全作業に 
に對する對する割 
,割合 1合

運 撤 索 材

曳行準備 3分 0.64 • 0.52 冋 樹秫 材補 檢尺鯉’長 材ー R
曳 行 91 19.53 15.66

第
エ ゾ m！材 21.51 12 > 5を55

叶 94 20.17 16.18 〃 〃 15.0 〃 2 70
純 荷 探 20 4.29 3.44 〃 〃 24.0 〃 6 91

荷 木 直 72 15.45 12.39 一

正 ®荷準備 3 .0.64 0.52

積 荷 107 22.96 18.42
回

連結準備 的 3* 15 ：!6
勞 作 述 結 26 5.58 4.48 エ ゾ 圖村 19.0 12 1 4 33

叶 228 48.93 39.24
弟

〃 28.5 〃 9 75

働 a 
荷 

曳 

行

曳行準備

曳 行 62 13.30 10.67 二

時
止 6 1.29 1.03

1 ■

荷 直 45 9.66 7.75
冋

叶 113 24.25 19.45 計 2 * 14 0S
問 荷 檢 尺 7 1.50 1.20

第
エ ゾ m 16.5 12 3 27

荷 < 卸 24 5.15 4.13 〃 16.0 〃 3 07
卸 此 31 6.65 '5.34 ト ド 〃 19.0 〃 4 33

合 叶 466 100.00 80.21 三

步 行 16 2.75 1

瞥 弊 備 16 2.75
冋

待
空玉虫行中 1 0.17 計 3本 10 6?

荷作中 4 0.69
第

1
31 積荷曳行中 1 0.17 .-... 1

合 荷 卸中 1

時 計 6 1.03 四 1

不 可避扒失 17 2.93 1

間
可 避 ¢!失 3 0.52

问
..1

食 57 9.81
合 叶 115 19.79

合 計 8本
總 叶 581 100.00

第14表ノ 6 玉楹運村に於ける時同觀測

rw 祢
：昭和18年1月28 H
年月日

作業I 

洗名i
丙

制宣

場所
定山渓孝栗區 蟲削班203

勞 働の種類Jr(耍’
$叫

皿正作業全作業に; 
こ對する對する割 
加)合 1合 1

■E 搬 素 材

空丨曳行準備 分 同 樹 種 地ー 

皿村

檢尺經’長' 材 7
昨曳 行 49 17.69 11.92 | 匸 ゾ 19•〇 ナ 12 R 4VF 33

叶 49 17.69 11.92 1 か
〃 〃 23.0 12 6 35

卄 荷 探 11 3.97 2.88
! _J

荷木 直 31 11.19
7.54 !

— ・!

正 fit荷率,備 16 5.78 3.89 叶 2本 10 68

« 荷 48 17.33 11.68
同

■ :

連結準備 17 6.17 4.14

作連 結 14 5.05 3.41 ェ ゾ皿材 15.0 12 2 70

叶 137 48.05 33.33 第
、〃 〃 17.0 〃 3 47

節 3曳行通備 25 9.03 6.08 /• 〃 15.0 9 5 63

花典 行 47 16.97 11.44 二

齒齒 止 3 1.08 0.73

•一 荷 if£ 5 1.81 1.22 同 的・ 3本 □ 8〇

計 80 28.88 19.46

1：0 荷檢 尺 2 0.72 0.49
第丨荷 ¢11 9 3.25 2.19

卸1叶 11 3.97 2.68

合 叶 277 100.00 67.40 三

步 行 13 3.16

整 備 14 3'41
同

亦空玉曳行中 12 2.92 1
荷作中

第泡 弑荷曳行中 57 13.87

人荷¢1I中 5 1.22 1
時 74 18.00 四 1 . ■

不可遮扒失 17 4.14 1
間
奇避IU失 16 3.89

同 L
V! 食 1 1
合 計 134 32.60

合 叶 5本 29
热 叶 411 100.00
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以上に依つて算出した各年度に於ける觀測値は第15表の如くである。

•IX標準時間

標準時間の決定に當っては,諸般の環境條件,勤勞組織,工程等が矿立さ 

れ,標準作業が決定して始めてなされるべきものであるが,斯に於ては現在、、 

狀況を基礎として,觀測結果に就き簡單な算定を試みたものである。

搬路及び運材距離の標準條件としては,天川氏が發表され,杉原氏ItH 

能率は1時間當の往復距離「毬卸材秋及び技荷材秋の増加に伴ふ待合時用］に項 

係を有する爭より,標準の往復距離,秋卸材毬,待合時間の篡定式を定めらI 

又作業期間及び日數。の標準決定並に長尺素材及び搬出路線と,作業率の村、注 

千田氏は示されてゐる。

本硏究に於ては先づ純正勞働時間の檢討を行ひ,之の內精荷材積,絲・很 

材距離を因子•とするもの,及び特異な條件を因子とするものに分析して見た、 

であって,次の如く考へ得るものである。

7】

第15表 玉植運材に於ける唯問研究,作業地,定山溪事業収

66則班,| 220 97 202, 203

3E ®i 間
自昭和16年2 JJ2in 
至昭和16年2月22日

1=!昭和17年 2 JJ24H 
至昭和17年2 JjiZ6H

自昭和18年1月26日 
至昭和18年1月28日

路 道巾 2 2 n 2m
平均勾配［ 110%, 100/. 1〇以。

〃距・離［ 2.766
9 
n 2.122 n 1.315 m

曳行總距離 16.596 n 8.488 7.890 m

平境按出冋吸i 3同 2同 3囘
グ 〃材拔 24石 24石 27石

り 〃木數 6木 8木 蛛

！本當石數！ 3.99 石 3.01石 3.01 石、

労伽の種類
所要勞?
働時間

迥正勞働 
二對スル 
%

金作業二 
對スル%

所要勞［ 
働時間

匝正勞働’ 
乃

金作業=1所要劳; 
戲スル％L働時間

沌正勞助 
二對スル 全作業二 

對スル%

W行

械

虫 行 101分 21.00 13.29 67分 19.31 11.37 68分 19.77 14.56

計 101 21:00 13.29 67 19.31 11.37 63 19.77 14.56

街

作

»>

荷 探 34 1 7.06 4-47 24 703 4.13 13 1 3.78 2.78

木 直 50 10.40 6.58 68 , 19.69 11.58 55 15.99 11.78

检 荷 73 15.18 9.61 61 17.56 10.34 88 25.58 13.84

連 結 50 10.40 •6.58 27 7.78 4.59 23 6.69 4.93

叶 207 43.04 27.24 180 52.06 30.64 179 52.04 38.33
匚 
故行 曳 行 140 29.11 18.42 73 21.04 12.39 73 21.22 15.63

歯・止 9 1.87 1.18 4 1.06 0.62 4 L16 0.86
•J時

荷 直 5 1.03 0.66 2 0.57 0.33 1 0.29 0.21
堡仰 叶 154 32.01 20.26 79 22.67 13.34 78 '22.67 16.7〇•

荷 檢 尺 7 1.46 0.92 5 1.44 0.85 5 1.45 1.07
卽
崎 荷 卸 12 2.49 1.58 16 4.51 2.65 14 4.07 3.00
間 壯 19 3.95 2.50 21 5.96 3.50 19 5.52 4.07

光正勢働時間 481 100.00 -63.29 347 100.00 58.85 344 100.00 73.66

步 行 7 , 0.92 8 1.36 13 2.78
啓 整 備 11 1.45 3 2.32 13 2.78

逝 待 合 146 19.21 110 18.65 41 8.78

而翻1失 17 2.24 13 2.20 5 1.08
時

不け避摂哭 16 2.10 15 2.49 10 2.14

冊 控 食 82 1 10.79 1 83 14.13 41 8.78

滞 279
1 .1 j 36.71 242 41.15 123 26.34

よ作巢侍間 760 100.00 | 589 100.03 467 100.00
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1. 積荷材積を因子とするもの

木直,積荷,連結,檢尺,荷卸

2. 運材距離を因子とするもの

空玉曳行,宕］荷曳行

3. 特異な條件を因子とするもの

荷探——伐採木密度,素材單材街

ー採面內の勞務者數,共の他廣範な條件を因子とするものであ 

るが,取扱上はむしろ定數と考へられるが妥當である。

歯止一急勾配の箇所數を因子とするものである。

荷直一 嚴密に考へる時は普通時間中可避損失であるが,玉楹運杜のな 

質上,搬路の狀況に依り作業者の黄任となし得ない場合と,小 

數の長尺材を運般する際,特に適切な狀況に雖備し得ざる灼含 

笠があり,又途中に急勾配箇所の存る時はバチの精脫をなす"】 

合もあり,當然と認められる範圍に於て純正勞成時間としたな

• 之を決定する因子は多種多様であるが,一般には僅少な时仰と

して認められるべき關係上,或る限度の定數とするか,又はふ 

要とすべき條件,例へば長尺材,地形等近接した因子を用歸：、 

のが適當である。

三ケ年間の各種作業の單位當所要時間を來むれば第16表の如くである。

第16表 玉穩運材中に於ける主耍作業の所要時間

布 產 科 目 單位 昭和16年 昭和17年 昭和18年 平

空 玉 曳 行 分/料 12.17 15.79 17.24 15.07
木 直 分/石 2.03 2.81 2.04 2.31
秘 荷 分/石 3.04 2.54 3.26 2.95
連 結 分/石 2.08 1.13 0.85 1.35
積 荷 曳 行 ,分/朴 16.87 12.20 1&50 17.52
檢 尺 分/石 0.29 0.21 0.19 0.23
荷 ¢11 分/石 0.50 0.67 0.52 0.56
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普通時間にあつては,距離を因子とする步行時間があり,作業餘裕と見ら 

れる馬及び器具の整備,各作業中の待合があり,職場的な餘裕としての他の劳 

務者の打合せがあり,又生理的餘浴としての用便,疲れとしての一作業後の休 

息がある。尙之の外馬匹に於ても生物として作業に當り或る程度の疲勞がある 

ので,曳行中に於ける停止にあっては,一定時間(本硏究に於ては馬が止り, 

積荷の前進は起さざるも,作業者と馬が常に曳行を續けんとする意志を有し, 

斯る動作を繰返す時間は之を積荷曳行時間として算定した。)を限って馬の疲れ 

国裕として考へた。

馬の休息限度は,實情に基き馬が作業者の號令あるにも抑らず,曳行の動 

作を示さないのが停止後30秒以上に及び引績き1分間以內の場合と定めたもの 

である。之の限度以上は可避損失として處理した。但し之の限度は假定的な因 

子・が多く,馬匹の疲劳試驗に依らなければ確定はしないものである。
・’ I

X摘 要

L 玉桶運材事業の時間硏究實施に當りては,定山溪出張所部內定山溪事 

¥区に於て,昭和16年より昭和18年に至る三ヶ年間の官行斫伐事業の一部を調 

皂した。

2. 研究作業は從來作楽者が最善と信ずる方法によりてイ乍業をなさしめ, 

其の範圍に於ける時間硏究を行ひ,之によって不要作業の摘出をなし,能率的 

な標準作業に導く事を主眼とした。

3. 標準作業は之を要素作業に分析し,各要素作業に就いて時間觀測を行 

った。

山 作業者及馬匹の撰定に當りては,調査前ーヶ月間の各勞務者の功程を 

m任し,中庸と認めらるゝ者の內,更に之を上,中,下に分ち,尙體カ調査を 

ら行って決定し,馬匹は其の作業者所有のものを使用せしめた。
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5. 器具は從來使用のものを其の儘用ひ,運搬素材は作業採面內にある, 

徑級1.30尺以上,長級12.0尺一本當材技3〜4石の丸太を主として用ひた。

6. 全作業時間中,純正勞動時間•59〜74%,普通時間41〜26%を示した〇

.7.純正勞働時間中,空玉曳行時間は11〜15%,荷作時間は27〜38 %,公 

荷曳行時間は13〜17佑,荷卸時間は3〜4%である。

8.普通時間中最も大なるものは,作業中の待合時間であって9〜19 %・ま 

示し,次は畫食時間の9～14%である。共の他少行,整備時間は共に1〜3,., 

不可避損失1～2%,可避損失2%である。
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